
平成２２年度 教育研究員

研究報告集録
第３９号

はしがき

＜幼稚園 健康＞

●社会的生活習慣を身につけるための援助の工夫

－ 幼稚園と家庭との連携を通して －

浦添市立浦添幼稚園

平 良 奈 津 子

＜小学校 算数＞

● ICT を効果的に活用した「わかる授業」の工夫

－ 第５学年「割合」の学習を通して －

浦添市立浦城小学校

上 江 洲 充 孝

＜中学校 理科＞

● ICT を効果的に活用した学習指導の工夫

－ 「物質どうしの化学変化」の学習を通して －

浦添市立浦添中学校

小 脇 幸 人

平成２３年３月

浦 添 市 立 教 育 研 究 所



目 次

はしがき

＜幼稚園 健康＞

●社会的生活習慣を身につけるための援助の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・ １

－ 幼稚園と家庭との連携を通して －

浦添市立浦添幼稚園

平 良 奈 津 子

＜小学校 算数＞

● ICT を効果的に活用した「わかる授業」の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・２３

－ 第５学年「割合」の学習を通して －

浦添市立浦城小学校

上 江 洲 充 孝

＜中学校 理科＞

● ICT を効果的に活用した学習指導の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５

－ 「物質どうしの化学変化」の学習を通して －

浦添市立浦添中学校

小 脇 幸 人



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦添市立浦添幼稚園     平良 奈津子  

 

〈幼稚園 健康〉 

社会的生活習慣を身につけるための援助の工夫 
 

―幼稚園と家庭との連携を通して― 



  

 

 

 

目 次 
 

Ⅰ テーマ設定理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅱ 目指す子ども像・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅲ 研究の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅳ 研究仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 １ 基本仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ２ 作業仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅴ 研究構想図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅵ 研究内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 １ 家庭との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 ２ 社会的生活習慣を身につけることの必要性・・・・・・・・・・・・・・・４～８ 

 ３ 社会的生活習慣定着へ向けた教材教具の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 ４ 生活習慣に関する保育の年間指導計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

Ⅶ 保育実践・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

     検証保育の全体計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

   検証保育 実践事例１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２～１３ 

   検証保育 実践事例２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４～１７ 

Ⅷ 研究の考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 １ 作業仮説（１）の検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８～２０ 

 ２ 作業仮説（２）の検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０～２１ 

 ３ 作業仮説（３）の検証・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１～２２ 

Ⅸ 研究の成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 １ 成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 ２ 課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

おわりに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

主な参考・引用文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 

 

 

 

 



社会的生活習慣を身につけるための援助の工夫 
－幼稚園と家庭との連携を通して－ 

浦添市立浦添幼稚園 平良奈津子 
【要 約】 

 本研究は幼稚園教育において，生きる力の基礎を培う上で，社会的生活習慣を身につけることが大切

であるという前提のもと，幼児がより楽しく社会的生活習慣を身につけていくことができるよう理論研

究を行い，年間指導計画の作成及び教材・教具の工夫や家庭との連携による取り組みの保育実践を試み

たものである。その結果，自分たちで生活の場を整え規則正しい生活をすることについて，幼児なりに

理解し，興味関心を持ち，取り組み意欲の向上へとつながると考える。 
 

キーワード □基本的な生活習慣 □社会的生活習慣 □家庭との連携 □幼稚園 □幼小連携 
 
   Ⅰ テーマ設定理由 
 「学力向上主要施策（夢・にぬふぁ星プランⅡ）」

によると「生涯にわたる人格形成の基礎を培う上

で幼児教育の役割は重要であり，この時期に生活

や遊びを通しての豊かな体験から学ぶ力を育て，

『生きる力』の基礎を培うことが幼稚園教育の役

割である」また「幼稚園教育においては，幼児期

にふさわしい生活を通して創造的な思考や主体的

な生活態度などの基礎を培い，小学校以降の教育

につなげる」とある。 
 近年「小１プロブレム」と呼ばれる現象が大き

な問題となっている。2010/5/25 産経新聞の記事

斎藤剛史氏によると「幼稚園や保育所などでは，

子どもたちの自発的活動としての遊びが重視され

ている。これに対して小学校では，教員による教

科の学習が中心となり，時間割通りに授業が行わ

れる。入学直後，この違いに戸惑う子どもはこれ

までも少なくなかった。しかし最近では，いつま

でも小学校のやり方になじめない子どもが増えて

おり，教師の話を聞かなかったり，授業中に勝手

に歩き回ったりするなどして長期間にわたり授業

が成立しない，というケースが増加している。こ

れが小１プロブレムと呼ばれるもの」と示されて

いる。 
「集団生活のきまりを守る」「身の回りの整理整

頓や公共の物を大切にする」など幼児期に育むべ

き社会的生活習慣が身についていないことが原因

の一つではないかと考えられる。 

 ６月に本園の年中組保護者を対象に生活習慣に

関するアンケート調査を実施した中で，園生活を

通して我が子に身につけてほしいものとして関心

が高かったのが「思いやり」「協調性」に続き「あ

いさつなどの社会的生活習慣」があげられた。家

庭での実態として片付けがうまく出来ず，どう躾

けていいのか悩んでいる，という声も多かった。 
 幼児期は周りの行動を模倣しながら自分でやろ

うとする意欲を持つ時期である。園では教師が，

家庭では保護者が寄り添い，自分でやり遂げたと

いう満足感を味わわせ，自立心を育てることが大

切である。社会的生活習慣を習慣化させるために

は幼稚園と家庭が連携し合いながら意図的に取り

組むことが大切だと考える。 
 そこで本研究では，幼児の発達段階に即した生

活習慣の育成について，家庭との連携を進めてい

くことで，子どもたちが社会的生活習慣を身につ

けることができるような実践研究をしていきたい

と考え本テーマを設定した。 
 

Ⅱ 目指す子ども像 
○集団生活のきまりがわかる子 
○身の回りの整理整頓ができる子 
 

Ⅲ 研究の目標 
園生活を通して家庭との連携を図りながら，社

会的生活習慣を身につけるための援助の工夫をす

る。 



   Ⅳ 研究仮説 
１ 基本仮説 

家庭との連携を通して発達に即した活動内容

や援助の工夫を行うことで，社会的生活習慣が

身に付くであろう。 
 

２ 作業仮説 
(1) 家庭との連携を図り，幼稚園と家庭での社

会的生活習慣の定着へ向けた指導に一貫性を

持たせることで，子どもたちの社会的生活習

慣が，より身に付くであろう。 

(2) 社会的生活習慣に関する教材や教具の工夫

を行い，社会的生活習慣の必要性を幼児に理解

させつつ，継続的・計画的に行うことで社会的

生活習慣が身につくであろう。  
 

(3) 幼児の発達に即した生活習慣の年間指導計

画を作成し，幼児期に身につけたい生活習慣の

個に応じた指導内容を整理する事ができるで

あろう。 

 

 
   Ⅴ 研究構想図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《研究テーマ》 
社会的生活習慣を身につけるための援助の工夫 

－幼稚園と家庭との連携を通して－ 

《研究の目標》 
園生活を通して家庭との連携を図りながら，社会

的生活習慣を身につけるための援助の工夫をする。 

 

保育実践・評価 

《研究仮説》 
《基本仮説》 

家庭との連携を通して発達に即した活動内容や援助の工
夫を行うことで，社会的生活習慣が身に付くであろう。 

    
 

《作業仮説 1》 
 家庭との連携を図り，幼稚

園と家庭での社会的生活習慣

の定着へ向けた指導に一貫性

を持たせることで，子どもた

ちの社会的生活習慣が，より

身に付くであろう。 

《作業仮説 2》 
社会的生活習慣に関する教

材や教具の工夫を行い，社会的

生活習慣の必要性を幼児に理

解させつつ，継続的・計画的に

行うことで社会的生活習慣が

身につくであろう。 
 

《作業仮説 3》 
 幼児の発達に即した生活

習慣の年間指導計画を作成

し，幼児期に身につけたい生

活習慣の個に応じた指導内

容を整理する事ができるで

あろう。 

 
《研究内容》 

１ 家庭との連携 
２ 社会的生活習慣を身につけることの必要性 
３ 社会的生活習慣定着へ向けた教材教具の工夫 
４ 生活習慣に関する保育の年間指導計画表の作成 

 

研究のまとめ・成果と課題 

《目指す子ども像》 
○集団生活のきまりがわかる子 
○身の回りの整理整頓ができる子 



 
Ⅵ 研究内容 

１ 家庭との連携 
幼児期の生活習慣の取り組みについては周りの大人の影響が大きいので，幼稚園で基本的な生活習

慣の定着を試みたとき，園独自の取り組みでは限界がある。例えば，「早寝・早起き・朝ご飯」を定

着させる意識付けや必要性を理解させる取り組みを幼稚園で行ったとしても，実際に行うのは家庭な

ので保護者の意識がないことには定着させるのは難しい。幼稚園では教師が，家庭では保護者が，双

方が一貫した指導を連携して行う必要がある。（図 1） 
  社会的生活習慣を身につける必要性を教師と保護者が共通理解し，幼稚園と家庭とが連携し合いな

がら子どもたちへ接する必要があると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 幼稚園と家庭との連携 

 
  社会的生活習慣を身につける必要性を共通理解するために行う，家庭との連携の具体的な取り組み

として次のような計画を立てた。（表 1） 
 

表１ 家庭との連携の具体的な取り組み 

  

 具体的な取り組み 教育効果 

１ アンケートを利用し家庭での実態

調査をする 
○個々の生活習慣習得状況を把握し，園での指導の際，個

に応じた指導ができる。 

２ 生活習慣に関する情報発信をする ○幼稚園での生活習慣定着へ向けた取り組みを保護者に

知らせることで，指導の一貫性を持つことができる。 

３ 保育参観を活用する ○子どもが活動している様子を参観することで，子どもの

成長を確認する。 

４ 「お片付け頑張りカード」の活用

をする 

○園での身の回りの整理整頓への取り組みの状況をカー

ドを通して保護者へ知らせる。園だけではなく，家庭で

も話し合う場を持つきっかけを作る。 

５ 「ひとりでできるもんカード」の

活用をする 

○親子で決めた手伝いを継続することを約束し，カードを

活用し日々の成果を書き込む。家庭での取り組みを担任

教師が確認し，保護者・担任が称賛することにより，子

どもの意欲が向上する。 

 

 
園では教師が温

かく見守り，寄

り添い励ます 

 
家庭では保護者

が温かく見守り，

寄り添い励ます 

幼稚園と家庭との連携 

《具体的な取り組み》 
・アンケートを利用し家庭での実態調査を

する 
・生活習慣に関する情報発信をする 
・保育参観を活用する 
・カードの活用をする 

自立心が育つ 自分でやり遂げた
満足感を味わう 



２ 社会的生活習慣を身につけることの必要性 
(1) 基本的生活習慣と社会的生活習慣 

望ましい経験や活動シリーズ「第 7 巻 生

活習慣」によると，生活習慣とは大きく 2
つに分類することができる。 
一つ目は「基本的生活習慣」であり「人間

が人間らしく社会に生活していく中で必要

不可欠なもの」のことを指し，主に食事・排

泄・睡眠・清潔・着脱のことを示している。 
二つ目は「社会的生活習慣」であり「人間

を人間社会の一員として社会的に適応させ

るのに必要な習慣」を示し，主に生活ルール

の習慣，あいさつの習慣，後片付けの習慣，

物を大切にする習慣を示している。 
両方をまとめて「基本的な生活習慣」とす

ることが一般的となっている。 
   基本的な生活習慣とは幼児だけではなく，

児童，生徒，社会人にとっても大切な生活習

慣である。幼児期は保護者に依存している時

期であり，基本的な生活習慣の定着へは大人

が意図的に取り組むことが大切である。幼児

期は保護者の保護のもとにあるため，比較的

生活習慣が身に付いている。しかし,一度身

に付いた生活習慣も自立心が芽生え保護者

の保護から離れると，崩れることがあり，再

度身につけるために指導が必要である。 

 
(2) 幼稚園教育の中で 
   幼稚園教育要領「健康」領域の中で「基本

的な生活習慣の形成に当たっては，家庭での

生活経験に配慮し，幼児の自立心を育て，幼

児が他児とかかわりながら主体的な活動を

展開する中で，生活に必要な習慣を身につけ

るようにすること」とある。子どもたちは幼

稚園入園と同時に，集団生活が始まり「自分

の事は自分でする」という初歩の集団のきま

りが要求される。靴や上履きの脱ぎ履き，カ

バン，帽子，タオルなどの持ち物の始末，手

洗い，うがい，排泄，道具の片付けなど一つ

ずつ，できるように自立の精神を養わなくて

はならない。また，幼児の園生活の遊びでは，

遊具などを共有する，順番を守る，交代する

などのきまりが要求される。そのような社会

的生活習慣を身につけるということは，望ま

しい人間形成を願っての事であり，家庭での

躾けや幼稚園での生活指導としてなされて

いるものである。しかし，集団のきまりを守

らないからと言って厳しく威圧的な態度を

とっても幼児の身につくものではない。集団

生活のスタートから日々の積み重ねとして

身につけていくものであるが，それだけでは

なく「どうしてきまりを守らないといけない

のか」と，きまりの必要性をわからせ，毎日

繰り返しその場をとらえて具体的に指導し

ていくことが望ましいと考える。 
集団のきまりを守るということは，将来社

会生活を送る上でも必要なものであり，園生

活の中だけの事ではなく，どんな社会に属し

ても集団のきまりを守る必要がある事に気

付かさなければならない。これから続く集団

生活のスタートである幼稚園で，教師が意図

的に生活習慣の定着へ向けた取り組みを行

い，子どもたちや保護者へ対しその必要性を

知らせていき，定着させることがとても重要

であると考える。 
 
(3) 学習の基盤づくり 

幼稚園教育要領序章「幼稚園の役割」の中

に，「幼稚園教育は，その後の学校教育全体

の生活や学習の基盤を培う役割も担ってい

る」とある。基盤を培うとは「小学校以降の

子どもの発達を見通したうえで，幼児期に育

てるべきことを幼児期にふさわしい生活を

通してしっかり育てること」であり，そのこ

とが「小学校以降の生活や学習においても重

要な自ら学ぶ意欲や自ら学ぶ力を養うこと

につながる」と示されている。 
   幼稚園では「興味・関心」が活動の重要な

位置を占めている。個々が興味関心を持った

事象に十分に関われる時間があり，意欲的に 



楽しみながら学んでいる。そこで子どもたち

に「未知なる事象に出会う喜び」を体感して

いく。幼稚園教師はこうした学びを充実させ

るための環境を整え，働きかけを工夫するこ

とこそが最大の役割と感じている。学級全体

の活動をする中で，友達と仲良く遊ぶ，あい

さつをする，きまりを守る，身の回りの整理

整頓や公共の物を大切にする，話しを聞くな

どの社会的生活習慣を身につけ，学習態度の

基礎を幼稚園教育の中で培っていく必要が

ある。 
 
(4)  浦添市の状況 

浦添市内の幼稚園教諭（回収率 100％）と

浦添市内の小学校１年の担任教諭（回収率

100％）と浦添幼稚園の保護者（回収率 92％）

に協力を願い，基本的な生活習慣習得状況に

関するアンケート調査を下記の項目で設定

し，「基本的・社会的生活習慣を身につける

うえで家庭・幼稚園・小学校のどちらに役割

があると思いますか」という質問を行った。 
  （表２） 
 

表２ アンケート調査内容 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 基本的生活習慣を身につけさせる役割 
  アンケートの結果から，三者共に「基本的生

活習慣を身につけさせるのは家庭に役割があ

る」と捉えていることが分かった。 
大部分の保護者は基本的生活習慣において，

家庭で躾けをするという意識があるが，少数の

保護者は「幼稚園や小学校に役割がある」と答

えている。(図２) 

 
図２ 基本的生活習慣を身につけさせる役割が 

大きいのはどちらと思いますか？ 
 

このことは，保護者の記述にある，「家庭だ

けではしっかり身につけさせることが難しい。

先生の言うことはよく聞くので幼稚園でも教

えてもらえれば，もっと身につくようになると

思う」というように，家庭と幼稚園と連携して

子育てをしていきたいという思いがあるよう

だ。 
  幼稚園では子どもたちへ意識付けや必要性

を教えていくことはできるが，基本的生活習慣

においては，家庭における最も大切な役目であ

ることを保護者へ伝えていき，幼稚園と家庭が

連携し合いながら，子どもたちがどのように成

長したかを共に認め合う機会を持つことが必

要だと感じた。 
 
② 社会的生活習慣を身につけさせる役割 
  社会的生活習慣に関しては，「社会の一員と

して身につけていくもの」であることから，「幼

稚園で身につけさせる習慣」と回答する割合が

三者共に多くなった。（図３） 
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図３ 社会的生活習慣を身につけさせる役割が

大きいのはどちらと思いますか。 
 

社会的生活習慣の項目において幼稚園教諭

は「幼稚園で身につけさせる」と考えている傾

向にあり，小学校への入学を意識した指導を行

おうとしている姿が伺える。小学校教諭は生活

習慣を身につけさせる役割のほとんどの項目

を「家庭や幼稚園」と答えていることから，入

学前に身につけてほしいと望んでいるのでは

ないかと推測できる。 
 
③ 基本的な生活習慣の定着状況 

生活習慣を身につける役割に関するアンケ

ートと同様に，「これらの習慣が身についてい

ますか」という質問を行った。（表３） 

 

表３ アンケート調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な生活習慣が身についているかという問

い 14 項目を集計し，80％以上を「やや満足」以

上とし，調査結果をア～エの 4つの型に分類した。 

 
(ア) 三者満足型 

「着脱の習慣」のみ，三者共「身につい

ている」の回答が 80％以上であった。 

（図４） 

 
図４ ア）三者満足型の例 

 

(イ) 二者満足型 
「食事の仕方」「トイレ」「順番やきまり

を守る」「善悪の判断」「友達と仲良く遊ぶ」

ことに関して，保護者･幼稚園教諭が 80％
以上であったが，小 1 教諭は 80％以下で

あった。（図５） 

 
図５ （イ）二者満足型の例 

 
小１教諭の記述欄から「手を洗ったり提

出物を出したりする時，割り込もうとする

子がみられ，順番やきまりを守ろうとする

意識が弱い」「トイレの使い方ができてい

ないので，トイレが汚れたり，おもらしし

たり，トイレの前でズボンをおろす子がい

て指導に時間がかかった」との声があった。 
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(ウ) 一者満足型 
「早寝早起き」「手洗いうがい」「共同の物

を大切にする」に関して保護者のみ 80％を

越えている。（図６） 
小 1 教諭の記述欄から，「早寝早起きの習

慣が身についていなくて，睡眠不足のためか，

朝からあくびをしたり，机にうつぶせたりす

るなど姿勢の悪さが目について困った」との

声があった。 

 
図６ (ウ)一者満足型（保護者のみ） 

 
「挨拶」に関して幼稚園教諭のみ 80％を

越えている。（図７） 
小 1 教諭の記述欄から「なかなか進んで挨

拶をする事ができない。担任以外の先生にも

挨拶をするなど，場に応じた挨拶ができると

いい」と自主的に挨拶をしてほしいと望んで

いることがわかった。 

 
図７ (ウ）一者満足型（幼稚園教諭のみ） 

 

(エ) 三者不満足型 
「整理整頓の習慣」「相手に意見を伝え，

意見を聞き入れる」「翌日の支度」「片付け」

に関して，三者共身についているとはいえな

い結果となっている。（図８） 

 

 

図８ (エ)三者不満足型の例 

 
これらのアンケート調査の結果から，幼稚

園教育の中で意識的に行われてきた生活習

慣の取り組みについて，何に重点を置いて指

導していくかという課題が見えてきたよう

に感じる。また，「生活習慣が身に付いてい

るか」という問いに関しては，小学校教諭か

らは「身に付いていない」とする項目が多か

った。幼稚園教諭は生活習慣の指導を意識し

ているが，定着しているかを把握し，手立て

を考え直す必要があるのではないか。小学校

教諭は学習習慣の定着へ重点を置いている

と思われるが，入学までに生活習慣が身につ

いていない子もいるので，入学した時期は幼

児教育に近づいた授業形態をとるなど，お互

いに歩み寄らなくてはいけないという課題

が見えてきた。 
「幼小のたすき」をつなぐことを意識して

幼稚園での指導をしていかなければならな

いと感じた。 
 
④ 幼稚園への要望 
  アンケート調査の「幼稚園への要望」という

記述欄に保護者・小学校からたくさんの声が集

まった。（表４～表７） 
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表４ 保護者から幼稚園への要望 

○話を聞く態度を身につけさせて，小学校への準

備をしてほしい。 
○きちんと座ってひらがなの練習などに取り組

む時間が増えるといいと思う。 
○小学生になって授業中歩き回ることがないよ

うに幼稚園からの習慣が必要だと思う。 
○身の回りの整理整頓を身につけさせてほしい。 
○朝の支度に時間がかかるので，遅刻しないで登

園するように先生からも話してもらいたい。 
○自分の意見が言えるようにフォローしてほし

い。 
○トイレをきれいに使えるよう指導してほしい。 
 
表５ 小学校教諭から家庭・幼稚園への要望 

○話を聞く態度の育成をしてほしい。イスに座っ

て活動するなど，長い時間一つのことに集中す

る活動を取り入れてほしい。 
○着替えが一人でできるように。トイレではお尻

も自分でふけるようにしてほしい。 
○自分のことを伝えられるようにしてほしい。 
○ハンカチを持つ習慣を身につけさせてほしい。

○トイレに行く時間を意識させてほしい。 
○「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣を身にさせて

ほしい。 
○掃除用具の使い方の指導をしてほしい。 
○親への教育をしてほしい。提出物を期限内に提

出する。欠席の時は連絡を入れる。学校からの

文書に目を通すこと。過保護は困るが放任はも

っと困る。 
○お絵かきをたくさんさせてほしい。 
○集団遊びをたくさん経験させてほしい。 
○折り紙やはさみを使った，手先を動かす活動を

多く取り入れてほしい。 
○食べ物の好き嫌いをなくし，20 分間で食べら

れるようにしてほしい。 

○自分の名前が読み書きできるようにする。五十

音の読みができること。書きはできていること

が望ましいが，書き順，鉛筆の持ち方が正確で 
ること。 

これらのアンケート調査から生活習慣に並び，

学習習慣の定着への要望があることがわかっ

た。 
 

⑤ 入学に向けて 
  保護者に対し，小学校入学に向けて期待する

こと，不安に思うことを訪ねた。 
 

表６ 期待すること 

○幼稚園のように楽しく通える環境。 
○社会性や協調性が更に身につくであろう。 
○自分で考えて自分で行動できるようになる。 
○ひらがなや足し算を勉強して覚えてほしい。 
○新しい友達との世界が広がることが楽しみ。 
○給食を通してみんなと同じものを好き嫌い

なく食べてほしい。 
 

表７ 不安に思うこと 

○授業中，座っていられるか心配。 
○集団行動ができるか不安。 
○宿題ができるか不安。 
○集中力がないので不安。 
○友達関係。いじめにあわないか心配。 
○遅刻しないで登校できるか。 
○和式トイレが使えるか心配。 
○給食が食べられなくて泣いてしまわないか

心配。 
○自分の意見をちゃんと言えるか心配。 
○運動面で達成する前にあきらめてしまわな

いか心配。 
家庭からの要望と小学校１年教諭からの要

望を聞いて，幼稚園は双方の橋渡しをする役割

があるのではないかという思いがした。幼児教

育では，子どもたちが楽しみながら自発的に基

本的な生活習慣を身につけていける方法を考

える必要がある。 
 
 
 
 



３ 社会的生活習慣定着へ向けた教材教具の工夫 
  幼児に社会的生活習慣を身に着けることの必要性を理解させるためには，様々な工夫が必要と考え

る。教材教具の工夫として次のように計画を立てた。（表８） 
 

表８ 教材教具の工夫 

形態 教材教具 教育的効果 教材教具例 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用 

①｢おかたづけがんばりまん｣ 
②｢どうぞのきもちをたいせ

つに｣ 
③｢あいさつをしよう｣ 
④｢かばんのなか，すっきり｣ 
⑤｢しゃかいのルール｣ 

○視覚的に表現することがで

き，話の内容が幼児に理解し

やすい。 

 

カ
ー
ド
の
活
用 

①｢おかたづけがんばりカー

ド｣ 
②｢ひとりでできるもんカー

ド｣ 

○カードにすることにより，自

分の頑張りを目で確認でき，

保護者や教師，友達から称賛

されることで，意欲向上へと

つながる。  
掲
示
物
の
活
用 

①スリッパの並べ方 
②弁当の包み方 
③お道具箱の整理整頓 
④絵本の並べ方 
 （絵本ラベルの工夫） 

○表示を工夫することで興味

を引き，普段から目に触れる

ようにし，意識付けを行う。 

 

制
作
活
動 

①お道具箱の整理整頓下敷き ○教材教具の片付け方を一目

でわかる様にすることで，整

理整頓を意識することがで

きる。  

②明日の支度 BOX  ○親子で翌朝の着替えを入れ

る専用 BOX を作り，手作り

BOX に親しみを持ち，楽し

く明日の支度をする。  

遊
び
の
中
で 

①ぼたんかけ遊び ○ボタンの開閉ができるよう

になり，着替えがスムーズに

なる。  
②お弁当包み遊び ○普段の遊びの中で気軽に取

り組める様にし，遊びながら

弁当箱の包み方を覚える。  

紙
芝
居 

①｢あしたのしたくできたか

な？｣ 
 

○自作紙芝居で基本的な生活

習慣を身につけることの必

要性を子どもたちにわかり

やすく伝えることができる。 
 

 



４ 生活習慣に関する保育の年間指導計画（2 年保育 4 歳児・5 歳児） 
学年 年中（4 歳児） 年長（5 歳児） 
期 Ⅰ期（４月～８月） Ⅱ期（９月～１２月） Ⅲ期（１月～３月） Ⅰ期（４月～８月） Ⅱ期（９月～１２月） Ⅲ期（１月～３月） 
幼
児
の
姿 

○喜びや期待を持って登園
してくる幼児，新しい環境
への戸惑いから不安や緊
張感を持つ幼児もいる 

○生活の仕方や流れがわか
り，できることは自分でし
ようとする 

○基本的な生活習慣がほぼ
確定し，教師に頼らなくて
も身の回りのことができ
るようになる。 

○環境の変化に伴う緊張感
はあるが，年長児になった
喜びを感じ，自分から行動
しようとしている。 

○友達と共通の目標を持
ち，力を合わせてやり
遂げようとする。 

○就学への期待が高まり，自覚
と自信を持つ。 

ね
ら
い 

○園生活に慣れ，喜んで登園
する 

○生活に必要な習慣や態度
を身につける 

○進級することに期待や喜
びを持ち，進んで遊びや生
活に取り組む。 

○進級した喜びと自覚を持
ち，進んで生活や遊びに取
り組む。 

○互いに思いを伝えあい
ながら遊びを進め，友
達と心を通わせる。 

○就学への期待や自覚を持っ
て園生活を楽しむ。 

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
ち 

食
事 

○友達が揃うのを待って，一

緒に食べる。 
○箸の持ち方に個人差はあ

るが，大体箸を使って食べ

る。 

○弁当箱を片づける。 
○嫌いなものの量を減らし

たりして，一人で食べる。 
○食事前後の挨拶を行う。 

○食事前に進んで手を洗う。 
○当番活動を積極的に行い，

決められたことはきちん

とする。 

○食事に必要なマナー，食事

の仕方が身に着く。 
○嫌いなものも，体との

関係を理解し，頑張っ

て食べようとする。 

○友達としゃべりながらでも

一定の時間を目標にして食

べる。 

排
泄 

○一人で排泄ができる。 
○公共のトイレの使い方に

慣れる。 
○手洗いをする。 

○ズボンやパンツを履いた

まま，下げて排泄しようと

する。 
○戸を閉めて排泄する。 

○決まった時間に排泄に行

くことの必要性を知る。 
○排泄の後，上手に始末す

る。 

○決まった時間に自分から

排泄に行くようにする。 
○清潔なトイレで用を足

すことが気持ちの良い

ことであることを知

る。 

○おなかの不調を教師に伝え

ることができる。 

着
脱 

○ほとんど一人で着脱でき，

促されて，衣服の調節や始

末もしようとする。 

○ボタン，チャックなどを扱

い，裏表，前後がわかり，

畳むことができる。 

○友達ができないところを

簡単な手助けができる。 
○左右の区別がつき，きちん

と着たり，正しく身につけ

ることができる。 

○衣服の調節が自分でで

きる。 
○好みが出てきて着こなしが

上手になる。 

清
潔 

○手洗い，鼻かみが上手にで

きる。 
○洗った後よく拭く。 

○手洗い，うがいが必要であ

ることがわかって行う。 
○歯磨きの習慣が身に着く。 

○身の回りの清潔に気づく

ようになる。（髪・爪） 
○ハンカチを持つ習慣を身

につける。 
○衣服の汚れに気付き，

自分から着替える。 
○机・いすなどの清潔に気づ

き，掃除をしようとする。 

生
活
習
慣 

○喜んで登園する。 
○自分のことは自分でする。 
○挨拶や返事をする。 

○集団行動がとれる。 
○時間を守る。 
○お弁当の約束を知る。 

○当番の仕事を理解する。 
○公共物を大切に扱う。 

○年下の子のお世話をする。 
○友達と仲良く遊ぶ。 
○園生活のルールを理解す
る。 

○時間を知り，守る。 
○誰に対しても挨拶や返
事ができる。 

○場に応じた挨拶を知
る。 

○当番活動をスムーズに行う。 
○公共の場での約束を守る。 

絵
本 

≪食事≫ 
○うさぎのおべんとうやさん 
○ねこのかあさんのあさごはん 
○もものすけのあさごはん 

≪排泄≫ 
○がっこうでといれにいけ
るかな？ 

○みんなでトイレ 

≪着脱≫ 
○ぼくがパジャマにきがえ
ていると 

○ショコラちゃんのパジャマ 

≪清潔≫ 
○おでんおんせんにいく 
○おふろだいすき 
○はみがきやーだよ！ 

≪安全≫ 
○聞いて読んで身に着く 
 交通安全（1～6 巻） 
○マナーとルールの絵本 

≪社会的生活習慣≫ 
○ぶたはともだち 
○はちゃめちゃぶたさん 
○きょうふのわすれものチェック 

月 ４月・５月 ６月・７月 ８月・９月 １０月・１１月 １２月・１月 ２月・３月 

行事 ○家庭訪問○親子遠足 
○親子弁当会 

○親子運動会 
○おにぎりパーティー 
○親子せみとり○個人面談 

○祖父母参観日 
○団子づくり○図書館見学 

○運動会 
○新入園児入園面接 

○生活発表会 
○ムーチーづくり 
 

○一日体験入園 
○運動発表会○学級懇談会 
○カレーパーティー 

家
庭
と
の
連
携 

○学級だよりや家庭訪問な
どで園生活の様子を伝え，
保護者に理解と協力を求
める。 

○日々のコミュニケーショ
ンの中で，幼児の成長を保
護者と確認しあう。 

○園行事への参加を通して
幼児期の成長を知らせた
り，保護者同士の交流を深
めたりする。 

○アンケートを通して生活
習慣の実態調査をする 

○社会的行事を通して，地域
の人々と触れ合えるよう
に働きかける。 

○アンケートの集計結果を
知らせ，今後の課題に取り
組む。 

○ワークシートを通して幼
稚園と家庭との指導の一
貫性を図る。 

○親子で取り組める生活習
慣に関する保育実践を行
う。 

○発表会を通して，一人
ひとりのよさや，成長
した姿を保護者，地域
の人々と共に喜びあ
う。 

 

○進級・就学への心構えや準備
について話し合う場を設け，
生活習慣を振り返る。 

○２年間の育ちをまとめ，保護
者会で知らせながら成果を
認め合う。 



   Ⅶ 保育実践 
１ 検証保育の全体計画 
  検証保育の実践にあたり２年保育４歳児を対象として，下記の全体計画を立てた。（表９） 
 

表９ 検証保育の計画表 

実
践 月日 題材名 ねらい 活動内容 仮説 

１ 11／2 
（火） 

☆アンケート調査 ・アンケート調査を通し
て子どもたちの生活
習慣定着の状態の実
態把握をする。 

・浦添市内の幼稚園・小学
校 1 年生の先生へアンケ
ート調査の実施。 

・保護者へ向けてのアンケ
ート調査の実施。 

１ 

２ 11／10 
(水) 

☆おかたづけ 
  がんばりまん 
☆どうぞのきもち  
  をたいせつに 

・片付けや整理整頓の必
要性を知る。 

・保育参観日に全体集会を
開き，視聴覚教材を活用
して，片づけについて話
しあう。 

2・3 

☆おかたづけ  
 がんばりカード ・カードにすることで，

子どもたちが自分の
成果を目で見てわか
るようにし，意欲向上
へとつなげる。 

・カードを使った実践を行
う。（幼稚園での取り組
み） 

１
・
２
・
３ 

☆ひとりで 
 できるもん 
     カード 

・カードを使った実践を行
う。（家庭での取り組み） 

３ 12／７ 
(火) 

☆しゃかいのるーる ・学校，家庭だけではな
く社会の中にもきま
りがあることを知る。 

・通学路の交通安全につい
て考える。 

２ ☆おみせのなかの 
 せいりせいとん 

・店内の整理整頓の様子
を知る。 

・園外保育で地域のスーパ
ーへ陳列棚の整理整頓の
様子を見に行く。 

４ 12／10 
(金) 

☆おどうぐばこ 
   すっきり！ 

・お道具箱の中の整理整
頓が一目瞭然にでき，
整理整頓を常に意識
する。 

・「おかたづけしたじき」の
制作をする。 

２ 

５ 12／14 
(火) 

☆あいさつ 
    をしよう 
☆かばんのなか 
   すっきり！ 

・視聴覚教材を通して，
片付けや挨拶の大切
さや明日の支度を自
分ですることの必要
性を知る。 

・全体集会を開き，視聴覚
教材を活用して，あいさ
つや，整理整頓について
話しあう。 

２ 

６ 12／16 
(木) 

☆お弁当包み遊び 

・遊びの中で楽しみなが
ら繰りかえし練習す
る。 

・ハンカチで弁当箱を包め
るように練習する。 2・3 

７ 12／21 
(火) 

☆ぼたんかけ遊び ・ボタンの開閉ができ，着
替えがスムーズに行える
ようぼたんかけの練習を
する。 

2・3 

８ 1／7 
(金) 

☆あしたのしたく 
  できるかな？ 

・自分でかばんの中の整
理整頓，明日の支度が
できるようになる。 

・保育参観日を活用し，親
子で翌日の着替えを入れ
る箱作りをする。 

１ 
２ 
３ 

９ 1／20 
(木) 

☆アンケート調査 ・アンケートを通して子
どもたちの生活習慣
定着状態の実態把握
する。 

・保護者へのアンケート調
査の実施。 

１ 

10 2／25 
(金) 

☆これまでの子ども
達の成長 

・教師，保護者が共に子
ども達の成長を確認
し，次年度の取り組み
へとつなげる。 

・学級懇談会で，これまで
の子ども達の成長を振り
返る。 １ 

 



２ 検証保育 実践事例１ 
 

保育指導案（幼稚園教育） 
平成 22 年 11 月 10 日（金）9：00～10：30 
全園児 男児 38 名 女児 41 名 計 79 名 
保育者 平良奈津子 

(1) 主題 
    「おかたづけがんばりまん」「どうぞのきもちをたいせつに」 
(2) ねらい 

・保育参観日を活用し，園での指導の様子を参観してもらう。 
・園生活のきまり（公共の場の使い方）をみんなで再確認し，一人ひとりが心がけることがで

きるようにする。 
(3) これまでの幼児の姿と主題設定の理由 

毎日の保育終了後，ハンカチや靴下の落とし物の多さが目立った。また，自分の持ち物である

お道具箱の整理整頓ができていない状況だった。話し合いをすると一時的に良くなるのだが，継

続する事が難しかった。それらのことから，子どもたちが「どうして片付けする必要があるのか」

ということを理解していないと考えた。 
    今回は保育参観日を活用し，子どもたちへ園生活のきまりを再確認するための集会の場を持ち，

共通理解を図ることにした。 
  
(4) 保育の工夫 

導入の場面 

○片付前後のお道具箱の写真画像を拡大提示し，双方を見比べてみる。そのこ

とで，片付いている状態とそうではない状態を全園児で共通理解をする。 
 
 

展開の場面 
○がんばったときには「ピンクのハート」がんばっていないときは「灰色のハ

ート」を示し，色や絵を使って心の状態をわかりやすく表現し，子どもたち

にわかりやすく話を進める。 

まとめの場面 

○整理整頓をすると次に使うときに便利であり，公共のものなどは他の人も使

いやすく，整理整頓されていると気持ちがいい，ということに気づけるよう

方向付ける。話し合いの場を通して，子どもたちの話から持ち上がった内容

をとらえ，みんなで考えてみる場を設け，身近な問題と捉えられるようにす

る。 
 

  



(5) 展開 
時間 活動の流れ ☆教師の援助 □環境構成  
9:20 ○保育室から遊戯室へ移動 

 ・排泄を済ませる 
○遊戯室に集まる。 
 

☆遊戯室前方にはスクリーンとプロジェクターを準

備する。 
※園児を前方に座らせ，  

保護者は園児の後方に 
着席する。 
 

9:30 ○集まり 
・今日の活動の目的を話す。 
○「おかたづけがんばりまん」 
 のスライドを観る。 
内容：お道具箱の整理整頓はできた

か再確認する。また，片付け

は自分のための片付けと，人

のためにもなる片付けがあ

ることに気付かせる。 
○発表（各クラス１名） 
・自分が片付けを頑張ったときの様

子を話してもらう。 
 

 
☆スライドを活用し，片付け前と後の様子の写真画像

を拡大提示し子どもたちに見せる。 
 

9:50 
 
9:55 

○絵本「ブタはともだち」 
 ICT を活用し読み聞かせを行う

○「かたづけマン」遊び歌         

☆幼児の集中が切れる頃なので，絵本の読み聞かせと

遊び歌をし，頭と体をリフレッシュする。 
 

10:00 ○「どうぞのきもちをたいせつに」 

のスライドを観る。 
内容：トイレのスリッパや絵本コー

ナーの絵本，保育室内のイス

やテーブルの片付けの仕方

について考える。きれいに片

づけるとはどういうことか，

何のために行うのかを話し

合う。 

☆スライド内に疑似教師を登場させることで，子ども

たちの興味を引き，話に集中させる。 
☆トイレのスリッパが並んでいる写真とそうではな

い写真の双方の写真をスライドで映し出し，「どち

らがきれいな状態か」を話し合う。言葉で示すだけ

ではなく，スライドを利用することによって，子ど

もたちが視覚的にも，理解しやすいようにする。 
 

10:15 ○絵本「どうぞのいす」 
 ICT を活用し読み聞かせを行う 

☆幼児の集中が切れる頃なので，絵本の読み聞かせを

し，頭をリフレッシュする。 
10:20 
 
 
 
10:25 

○カード取り組みへの導入 
・おかたづけがんばりカード 
・ひとりでできるもんカード 
 
○各クラスへ戻る 

☆項目ごとに，頑張れば○印がもらえることを話し，

○印をたくさんもらおうと期待を持たせる。 
☆今日からの実践をみんなで頑張るよう励まし，本日

の集会でのお話を聞く態度についても褒める。 

           スクリーン  PC 

園児     

 

保護者 

 

 



３ 検証保育 実践事例２ 
 

保育指導案（幼稚園教育） 
平成 23 年度 1 月 7 日（金）9：00～10：30 
さくら組 男児 15 名 女児 13 名 計 28 名 
保育者 平良奈津子 

(1) 主題 
あしたのしたくできたかな？～親子で BOXづくり～ 

(2) ねらい 
親子での制作活動を通して，自分で明日の支度をすることを意識するようになる。 

(3) これまでの幼児の姿と主題設定の理由 
入園当初は，初めての集団生活を経験する子がクラスの半数いたため，登園時に泣いて母親から

離れられない子や新しい環境に戸惑いを見せる子もいた。5 月ごろから園生活のリズムが身につき

始め，朝の支度の流れもわかるようになってきた。しかし，保護者の中には朝の支度ができないの

ではないかと我が子を心配し，保育室まで一緒に登園し親子で身支度をする姿も見られた。 
６月に実施したアンケートによると，「明日の幼稚園の支度を自分でしますか？」の問いに対し，

54％が自分ですると答え，時々する 21％，ほとんどしない 25％という結果となった。記述欄には

「翌日の支度が身について，毎日自分で行えるようになってほしい」という声や，「家庭だけでは

どうしてもしっかり身に着けさせることが難しいので，幼稚園でも教えてもらえればもっときちん

とできるようになると思う」との声もあった。 
幼稚園では普段の生活の中でより良い生活習慣が身に着くよう，一人一人に言葉かけを行ってい

るが，その他に ICT を活用し全園児との共通理解を図るための話し合いの場を設けた。また，お道

具箱の片づけ下敷きを制作し整理整頓の意識づけや，カードを活用し片づけに対する意欲向上を図

れるようにするなどの取り組みを行ってきた。その結果，園内の保育室の片づけや絵本コーナーの

片づけ，トイレのスリッパを並べること等が身についてきた。 
今回は保育参観日を活用し「明日の支度をする」ということに焦点を絞り，親子で BOX 作りに

取り組むことにした。親子で作成することで BOX に愛着を持ち，BOX を使って明日の支度を自分

でやってみようという意欲が高まるのではないか，また保護者としては子ども達が自分でやろうと

することを見守ることの大切を再認識する機会になるのではないかと考え本主題を設定した。また

本研究のねらいの一つである家庭との連携も図れるのではないかと考えた。 
 
(4) 保育の工夫 
導入の場面 ・自作の紙芝居「あしたのしたくできたかな？」を用い，幼児と同じ年齢設定の主人公

を登場させることで，明日の支度をするということを自分もやってみようと感じるこ

とができるようにする。 
展開の場面 ・制作活動の説明を写真画像にし，大型デジタル TV で大きく表示することで幼児や保

護者にわかりやすく説明する。 
まとめの場面 ・本時の子どもたちの頑張りに対しご褒美のメダルをプレゼントすることで，明日の支

度を自分でやってみようという意欲向上へとつなげる。 
 



(5) 展開 
時間 活動の流れ □環境構成  ☆教師の援助 

8:45 

 

8:55 

 

○保育室から遊戯室へ移動 
  
○活動の準備をする。 
  

☆活動の前に排泄を済ませるよう声をかける。 
 
☆必要な道具を忘れないように準備するよう声 
 をかける。（のり・はさみ・リュック） 

9:00 

（導入 

10 分） 

 

 

 

 

○集まり 
・親子で一緒に座り教師の話を聞く。 
○手作り紙芝居 
 「あしたのしたくできたかな？」 
内容： ４才の女児がお家の人の手伝

いや明日の支度をしている

家庭での様子。 

☆今日の活動内容を話す。 
☆明日の支度を自分でやってみようという意欲

が高まるよう，紙芝居を読み聞かせる。 
               教師 
 
 
 
 
  ※園児用テーブルを並べ，親子で座る。 

9:10 

（展開 

10 分） 

 

 

 

9:20  

（親子活動 

30分） 

 

○「あしたのしたくＢＯⅩ」の紹介 
ＩＣＴ①スライド 
内容：作り方の説明をする。 
○各自へＢＯＸと支度確認表を配る。  
○「あしたのしたくＢＯＸ」作りを

始める。 
・親子で協力しながらＢＯＸ作りを

進める。 

 
※30 分程で完成予定 
 
 

☆ＢＯＸの作り方はスライドを用いて説明する。 
☆ハサミを使うときの安全面に配慮する。 
≪教師が準備するもの≫ 
・画用紙・型ぬき・のり用布巾・箱・ガムテープ 
・スライド用教材・各自の支度確認表・ＰＣ 
・地デジＴＶ・園児用テーブル・イス・デジカメ 
・マイク・ブッカー 
≪園児が準備するもの≫ 
・はさみ・のり・リュック（園児のイスにかける） 
・好きなキャラクターの切り絵（家庭から持参） 
☆頑張っている姿や工夫している姿を褒め，その

都度励ましの言葉をかける。 
☆一人ひとりの表現を認めるとともに，友達の刺

激を受け，表現の幅を広げられるよう，友達の

表現にも目を向けられるようにする。 
 

9:50  

 

○片づけをする。 
・テーブルの上や床に落ちている紙

くずなどを拾い，片づけをする。 
 
 

 
 
 
※箱が入っていたビニール袋をごみ袋に利用す

る。 
☆片づけを頑張っている姿を褒めながら，教師も

一緒に片づけをする。 
☆子どもたちが意欲的に片づけに取り組めるよ

う楽しい雰囲気作りをする。 

ＴＶ ＰＣ 

 

 

・ハサミとのりを片づけるカゴ 

・ごみ袋・ミニほうき 



時間 活動の流れ □環境構成  ☆教師の援助 

10:00 

（まとめ 

  20 分） 

 

 

 

○各自，自分のリュックの中から洋

服を取り出し，実際に畳んでＢＯ

Ｘに入れる。 
 
 
 
 
○一人ひとりにメダルをプレゼント

する。 

☆楽しい雰囲気の中，自分で洋服を畳むことを促

す。自分でやってみようとする意欲を大事にす

る。 
☆保護者へは，子どもたちの取り組みの様子を見

守るよう言葉をかける。 
 ご褒美メダル 
☆本時までの取り組みの頑張りに対して，また今

日からの「明日の支度をする」取り組みを励ま

す意味を込めてメダルをプレゼントする。 
ＩＣＴ②実物投影機（デジカメ利用） 
・園児に洋服を畳んでもらい，手元

を大型デジタル TV に映して皆で

見る。 

☆友達の頑張っている姿を見ることで，自分もや

ってみようという気持ちが高まるよう言葉か

けをする。 

10:10 

 

 

○今日の活動について感じたことを

話し合う。 
（園児：2 名 保護者：若干名） 

☆子どもたちが答えやすいように質問の仕方を

工夫する。 

10:20 ○子どもたちはクラスに戻る。 
○保護者へは今日の制作活動の取り

組みについてのアンケートを記入

してもらう。 
○遊戯室のイスやテーブルの片づけ

をする。 

 アンケート用紙・鉛筆・回収箱 
☆アンケート記入の協力願いをする。 
☆テーブルと椅子の片付けを各保育室まで運ん

でもらうよう協力願いをする。 

評価の視点 ①親子で触れ合いながら楽しく活動に取り組んでいたか。 
②教師・幼児・保護者が明日の支度を自分することの大切さについて共通理解すること

ができたか。 
③子どもたちが明日の支度を自分でやろうとする意欲を高めることができたか。 

 

(6) 検証保育へ参加した保護者の声 

保育参観日当日のＢＯＸ作り終了後，参加した 23名の保護者対象に本時の取り組みについてのア

ンケート調査を実施した。（表 10） 

 
表 10 検証保育終了後のアンケート調査結果 

Ａ（とても思う）  Ｂ（まあまあ思う）  Ｃ（思わない） Ａ Ｂ Ｃ 

質問１ お子さんが楽しみながら制作活動に取り組んでいましたか？ 
９１％ 

（21名） 

９％ 

（2名） 

０％ 

 

質問２ お子さんが「明日の支度をすることの大切さ」を理解する事 

ができたと思いますか？ 

６５％ 

（15名） 

３５％ 

（8名） 
０％ 

質問３ お子さんが明日の支度を自分でやってみようという意欲へ 

とつながったと思いますか？ 

９１％ 

（21名） 

９％ 

（2名） 
０％ 

 



アンケート調査の結果から，「明日の支度をする」ということに，子どもたちが楽しみながら意欲向

上をさせる取り組みにはつながったが，「明日の支度をする事の必要性」を理解させることができたか

という事に関しては課題が残った。 

アンケートの記入欄には様々な保護者の声があった。（表 11） 

 

表 11 検証保育終了後の保護者の声 

ご意見やご感想がある方はご記入ください。 

・ＢＯＸ作りはとても良い取り組みだと思いました。（４名） 

・ＢＯＸを作ったことで，子どもが「自分で準備する」と張り切っています。（1名） 

・兄弟の分も作って，家庭でも活用したいと思います。（２名） 

・おもちゃの片付けＢＯＸも作ってみたいと思います。（１名） 

・明日から，余裕を持って楽しみながら意欲的に準備ができると思います。（７名） 

・理解できたかということに関しては，はっきりわからないが，楽しんでＢＯＸ作りに取り組めたので

支度も楽しんでやってくれそう。（１名） 

・明日の支度をするという自覚はできると思います。（１名） 

・楽しんでＢＯＸ作りをしていました。（５名） 

・何かの習慣を身につけるには，少し手間をかけて工夫してみることが大切だと思いました。（１名） 

・今日帰ってから，自分で準備をするか，様子を見るのが楽しみです。（１名） 

・小学校まで大切に使わせたいと思います。（１名） 

 

箱作りから 2週間後，子どもたちの「明日の支度をする」という行動に変化があったかどうか，保護

者へ向けてアンケート調査を行った。（図９） 
 

「変化あり」の声 
・今までは言われないと支度をしなかったが，ＢＯＸ作り後は自ら 
進んで準備することが増えてきた。親としては嬉しい。 

・朝の着替えが楽しそう。ＢＯＸのふたを開けて洋服を取り出す行 
為がうれしそう。 

 
「変化なし」の声 
・ＢＯＸを作る前から朝の支度が身についていたため，変化は見ら 

れなかった。 
・ＢＯＸを使い，週に何回かは次の日の支度をするようになったが， 
ＢＯＸをおもちゃ箱として使うこともある。 

図９ 支度をする事への行動の変化 
 

 

 

 

 

 

変化

あり

74%

変化

なし

26%

 

 



Ⅷ 研究の考察 

１ 作業仮説（1）の検証 

家庭との連携を図り，幼稚園と家庭での社会的

生活習慣の定着へ向けた指導に一貫性を持たせ

ることで，子どもたちの社会的生活習慣が，より

身に付くであろう。 
(1) 手だて 

① 保育参観日を活用し，園生活のきまり

を守ることや，自分の身の回りの整理整

頓をすることの大切さについて話し合い

の場を設け，保護者が園での指導の様子

を参観する。（図 10） 

 

図 10 遊戯室でお話集会を開いている様子 

 

② 交換ノート方式のカードを活用するこ

とで，頑張った成果を目で確認すること

ができるようになり，周りの人に褒めら

れることで意欲向上につながる。（図 11） 

 

図 11 家庭との交換ノート方式のカード 

 

 

③ 保育参観日を活用し，朝の支度を前日で

行う習慣を身につけようという目的で，親

子参加型の「あしたのしたく BOX づくり」

を行う。（図 12・図 13） 

 

図 12 親子で BOXを作っている様子 

 

 

図 13 BOXに洋服をたたんでしまう様子 

 

(2) 結果 

検証前の６月と検証後の１月に保護者へ対

し，「明日の支度を自分でしますか？」という

アンケート調査を実施し，結果を比較した。

検証前に比べ「する」の割合が 11％減少した。

その要因として検証前は「保護者が付き添っ

て自分で支度をさせている」との回答が多か

ったが，検証後は「子どもが自発的に支度を

したか」を意識した保護者の様子が伺えた。

（図 14） 
「する・時々する」を合わせて比較すると

検証前は 75％だったが検証後は 97％に増え

た。 

お母さんのコメント 
「○○君のおかげで，玄関が

いつもきれいになって嬉しい

よ。ありがとうね」 



 
図 14 「明日の支度を自分でしていますか」 

検証前（6月）と検証後（1月）の比較 
 
カードを活用した取り組みについて寄せられ

た保護者の声。（表 12～表 15） 
 

表 12 カード活用後の保護者の声 
・カードの利用で，園での様子がわかり，親への

アンケートで家庭での様子を先生たちが把握

できて，子ども一人一人のことを，より理解し

てくれていてとてもありがたいです。幼稚園が

初めての集団生活ですが，とても成長している

ように感じます。 
・集団生活は初めてで，きっとついていけない，

きっとできないと親の方が決めつけてしまい，

毎日「あれできた？」と質問ばかりしていまし

た。カードを活用し頑張っている息子の園での

様子を知る事ができ，安心しました。 
 
保護者へ対し，家庭との連携として行った取り

組みについての満足度調査をした。取り組みの満

足度は「とても満足・まあまあ満足」を合わせる

と 96％となった。（図 15） 

 
図 15 満足度のアンケート調査結果 

表 13 「とても満足している」と答えた 

保護者の声 

・私は重い腰をなかなか上げないタイプなので，

頭では子どものために何かしなくてはいけな

いと思いつつ，行動に移すことができませんで

した。先生方から生活習慣が身につく取り組み

を具体的に提示していただくことによって，自

分が何をするべきかわかり，わかることによっ

て，行動にも移せるようになりました。 
・BOX 作り，片付けなどの取り組みは家だけで

ちゃんと教えてあげられなかったものを，園で

も行うことによって，親としても「わかりやす

く・楽しく」行っていくことができるようにな

ったと思います。 
・生活習慣を整える意識を，親である自分自身が

常に，気をつけたいと反省しました。子どもは，

一歩一歩できるようになると思い一緒に頑張

ります。 
 

表 14 「まあまあ満足している」と答えた 

保護者の声 

・カードの取り組みではその期間は頑張っている

様子が見られましたが，その後もがんばれてい

るのか不安です。 
・声かけをすると，前の晩に準備するようになり

朝の支度にも余裕が出てきました。母もイライ

ラせず朝を過ごせるようになってきました。 
 

表 15 「あまり満足していない」と答えた 

保護者の声 

・園ではしっかりしているみたいですが，家では

すっかり甘えん坊になってしまい，何もしない

状態です。もっと親としてしっかりしつけない

と･･･と思っているのですが，なかなかできて

いないので，これからゆっくり取り組んでいき

たいと思います。 
 

(3) 考察 
家庭との連携を図るため，交換ノート方式

のカード活用や参観日を参加型にし，親子一 

54%

43%

21%

53%

25%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証前

検証後

する 時々する しない

52%44%

4% 0% とても満足

まあまあ満足

あまり満足してい

ない

全然満足していな

い



緒に取り組んだことで，社会的生活習慣の

定着へ向けた保護者の関心が高まった。こ

れらのことから，保護者の関心を高めるた

めに家庭との連携を図り保育活動を進めた

ことは有効であったと考える。 
 
２ 作業仮説（2）の検証 

 社会的生活習慣に関する教材や教具の工夫を

行い，社会的生活習慣の必要性を幼児に理解させ

つつ，継続的・計画的に行うことで社会的生活習

慣が身につくであろう。 

(1) 手だて 

① ICTを活用し，園生活のきまりや身の回

りの整理整頓の必要性が理解できるよう

な内容の視聴覚教材を作成し，お話集会

を計画した。（図 16） 

 
図 16 お話集会で発表している幼児 

 
② 絵本コーナーでは，本棚と本の背表紙

にも絵表示をすることで，片付け場所が

わかりやすくなった。（図 17） 

   
図 17 図書コーナーの掲示 

 
③ 制作活動で「お道具箱の整理整頓下敷

き」作りを行い，道具箱の下に敷くこと 

により，一目瞭然で片付けの場所がわかり，普

段から片付けを意識することができるように

なった。（図 18） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 18 下敷き制作取り組みの様子 

 
④ 遊びの中で楽しみながらボタンかけや弁当

箱包みに挑戦し，ひとりでできるようになった。

（図 19・図 20） 

 

図 19 ぼたんかけ遊びを楽しんでいる様子 

 

 
図 20 お弁当箱つつみ遊びに挑戦 

 
⑤ 基本的な生活習慣の定着へ向けた内容を手

作りで紙芝居に作成し，読み聞かせることによ

って，子どもたちにわかりやすく伝えることが

できた。（図 21） 

 

 

 

 

 



 
図 21 読み聞かせの様子 

 
⑥ 身の回りの整理整頓へ向けた取り組みで

個々の頑張りに対し，メダルをプレゼントする

ことで賞賛し，自信を持たせることができた。

（図 22） 

 
図 22 ごほうびメダルをもらった幼児 

 

⑦ 地域のスーパーに行き，店内の整理整頓の様

子を見学した。また，歩道を歩くときには交通

のきまりの話しをするなど，家庭や幼稚園だけ

ではなく，社会には様々なきまりがあることを

知らせた。（図 23） 

 
図 23 店内を見学している様子 

 

 

(2) 結果 
園全体で子どもたちの片付けの状況を３

週間連続して調査した結果，１週目から３週

目にかけて，片付けに対する意識が高まった

様子が現れた。（図 24） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 24 おかたづけがんばりカードの比較 

 
(3) 考察 

生活習慣の定着へ向けては教材教具の工

夫を行い，社会的生活習慣の必要性を幼児に

理解させつつ，継続して取り組むことで効果

が上がることがわかった。これらのことから

生活習慣の定着へ向けて継続的・計画的に行

ったことは有効であったと考える。 

 

３ 作業仮説（3）の検証 

 幼児の発達に即した生活習慣の年間指導計画

を作成し，幼児期に身につけたい生活習慣の個に

応じた指導内容を整理する事ができるであろう。 

(1) 手だて 

① 浦添市の幼稚園児の生活習慣習得状況

を把握するために，市内の小学校１年生担

任教諭，幼稚園教諭と浦添幼稚園の保護者

に対し，子どもたちの生活習慣習得状況に

関するアンケート調査を行った。（５ペー

ジから８ページ参照） 

 

② ２年保育（４歳・５歳）幼児の生活習慣

に関する年間指導計画を作成した。（10 ペ

ージ参照） 

 

(2) 結果 

アンケート調査を行い,年間指導計画を作
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成したことで，より良い生活習慣を身につけ

るための計画的な指導が行えるようになっ

た。 

 

(3) 考察 

年間指導計画を作成するに当たり，より多

くの人の意見を聞くことで内容が深まるこ

とがわかった。これらのことから，市内幼稚

園教諭，市内小１教諭，保護者に対してのア

ンケート調査による実態把握を行ったこと

は生活習慣定着へ向けた個に応じた指導を

整理するのに有効であったと考える。 

 

   Ⅸ 研究の成果と課題 

１ 成果 

(1) 家庭との連携を図ったことで，社会的生活

習慣を身につけることの必要性を保護者と

共有することができ，子どもたちの社会的生

活習慣の定着へ向けた意識の高まりがみら

れた。 

 

(2) 教材教具の工夫をしたことで，子どもたち

の意欲が向上し，楽しみながら社会的生活習

慣を身につける取り組みが行えた。 

 

(3) 生活習慣習得状況を把握するためのアン

ケート調査を行い，年間指導計画を作成した

ことにより，幼稚園修了までに身につけてお

くべき具体的な生活習慣の整理ができた。 

 

 

２ 課題 

(1) 社会的生活習慣定着へ向けた継続的，計画

的な家庭との連携。 

 

(2) 継続的・日常的に指導が行えるような教材

教具の工夫。 

 

(3) 公立幼稚園だけではなく，私立幼稚園や保

育園での実態把握。 

 

おわりに 

期間中，励ましご指導くださいました浦添市教

育委員会の友利愛子指導主事，浦添幼稚園の根間

章子先生，本研究所の宮城むつみ所長，比嘉清喜

係長，島袋優指導主事に深く感謝申し上げます。

職員の皆様にもお世話になりました。また，テー

マ検討会等で様々な角度からご助言くださいま

した浦添市教育委員会の諸先生方に心より感謝

申し上げます。 

最後に，研究の機会を与えてくださいました浦

添幼稚園の川上喜真園長先生をはじめ，いつも暖

かく声をかけてくださった諸先生方，半年間を共

に支えてくださった研究員の先生方に感謝申し

上げます。 
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〈小学校〉 

ICTを効果的に活用した「わかる授業」の工夫 
 

―第 5学年「割合」の学習を通して― 
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ICT を効果的に活用した「わかる授業」の工夫 

－第５学年「割合」の学習を通して－ 

浦添市立浦城小学校 上江洲充孝 

【要 約】 

 本研究は，ICT の効果的な活用を通して「わかる授業」の工夫を試みたものである。授業実践では，

デジタルテレビや実物投影機，フラッシュ型教材や画像，アニメーションを活用し，児童の意欲的な態

度を育て，基礎的・基本的な知識と技能を身に付けさせ，思考力・判断力・表現力はぐくむための取り

組みを行った。 

 

キーワード □ICT □効果的 □「わかる授業」 □割合 

 

Ⅰ テーマ設定理由 

平成 22年７月に，本年度の全国学力・学習状況調

査の結果が発表された。小学校算数科では次のよう

な報告があった。『「算数 A：知識」について，平均

正答率が 69.2％全国平均との差が５％(前回 1.6％)

に広がり，指導の再確認が必要である。「算数 B：活

用」について，平均正答率が 44.6％，全国平均との

差が 4.7％（前回 5.9％）であり，前回から差は縮ま

ったが，依然として学習内容に係る知識・技能を活

用する力に課題がある。』となっている。数字を見る

と「算数 A：知識」の落ち込みは大きい。本校でも

「算数 A：知識」の平均正答率は，前回と比べて 9.2％

低い。その中でも，「数量関係」の平均正答率は他の

領域と比べても低く中でも「割合」の正答率は低い。 

割合の難しさは，一方をもとにして他方が何倍か

を表す数になるため複雑になる。そのため，解法を

求める時には単なる公式の暗記となる恐れもある。

また，内容を十分に理解しないまま問題が難しくな

るため，苦手意識につながりかねない。この流れが

基礎的・基本的知識と技能の習得を困難なものにし

ていると感じる。この状況を変えるためにも「わか

る授業」の構築が必要だと考える。 

現在，学習指導要領をはじめ，教育の情報化の手

引などにおいて情報教育の充実が示されており，授

業改善の手立てとして ICTが注目を浴びている。独

立行政法人メディア教育開発センターの報告による

と， ICTを活用した授業と活用しない授業を比較し

た結果，活用した授業の方が，知識理解・技能表現・

思考判断の育成において高い評価となっている。ま

た，活用して授業を行った教師の 98％が「関心・意

欲・態度」の観点で効果を認めている。 

本学級の児童に，ICT に関するアンケートを実施

したところ92％の児童がパソコンや大型ディスプレ

イを使った授業について「とても好き・好き」と答

えている。理由は，「わかりやすい・楽しい・見やす

い」などであった。これらの理由から ICTを活用す

ることは，これまでの授業と比べて，興味・関心が

高まり，知識理解，技能表現，思考判断が向上する

であろうと期待が持てる。 

これまでの実践を振り返ってみると，パソコンや

大型ディスプレイを使った授業は行ったことはある

が，児童の興味・関心を引き出し知識理解・技能表

現・思考判断の向上まで達していなかった。児童が

パソコンや大型ディスプレイでの授業を望み効果が

実証されているなら，単元を中心とした ICT活用計

画を立て，授業を行う必要がある。 

そこで，意欲的に学習に取り組み，基礎的・基本

的知識と技能を身に付け，思考力・判断力・表現力

をはぐくむために，ICT を効果的に活用した「わか

る授業」について研究したいと考え，本研究テーマ

を設定した。 

 

   Ⅱ 目指す子ども像 

○意欲的に学習に取り組む子 

○基礎的・基本的知識と技能が身に付いている子 

○思考力・判断力・表現力がはぐくまれている子 

 



   Ⅲ 研究の目標 

意欲的に学習に取り組み，基礎的・基本的知識と

技能を身に付け，思考力・判断力・表現力をはぐく

むために，ICT を効果的に活用した「わかる授業」

について研究する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

１ 基本仮説 

  割合の学習場面において，ICT を効果的に活用

した「わかる授業」を工夫することで，意欲的に

学習に取り組み，基礎的・基本的知識と技能を身

に付け，思考力・判断力・表現力をはぐくむこと

ができるであろう。 

２ 作業仮説 

(1) 学習過程において，ICT を効果的に活用する

ことで，興味・関心が高まり，意欲的に学習に

取り組むことができるであろう。 

(2) 学習過程において，ICT を効果的に活用する

ことで，課題や教師の説明等が明確となり，基

礎的・基本的知識と技能を身に付けることがで

きるであろう。 

(3) 学習過程において，ICT を効果的に活用する

ことで，考えを整理したり，発表したりする場

が工夫され，思考力・判断力・表現力をはぐく

むことができるであろう。

 

Ⅴ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《研究の目標》 

意欲的に学習に取り組み，基礎的・基本的知識と技能を身に付け，思考力・判断力・表現力をはぐく

むために，ICTを効果的に活用した「わかる授業」ついて研究する。 

《研究仮説》 
 
 

《研究テーマ》 

ICTを効果的に活用した「わかる授業」の工夫 
－第５学年「割合」の学習を通して－ 

《基本仮説》 

割合の学習場面において，ICT を効果的に活用した「わかる授業」を工夫することで，意欲的に学

習に取り組み，基礎的・基本的知識と技能を身に付け，思考力・判断力・表現力をはぐくむことがで

きるであろう。 

《作業仮説１》 
学習過程において，ICT

を効果的に活用すること
で，興味・関心が高まり，
意欲的に学習に取り組む
ことができるであろう。 

《作業仮説２》 
学習過程において，ICT

を効果的に活用することで，
課題や教師の説明等が明確
となり，基礎的・基本的知
識と技能を身に付けること
ができるであろう。 

《研究内容》 
１ 「わかる授業」と ICT活用      ２ ICT活用の効果 
３ ICT活用の現状           ４ ICTを効果的に活用した「わかる授業」づくり 

授業実践・評価 

研究のまとめ・成果と今後の課題 

《作業仮説３》 
学習過程において，ICTを

効果的に活用することで，考
えを整理したり，発表したり
する場が工夫され，思考力・
判断力・表現力をはぐくむこ
とができるであろう。 

《目指す子ども像》 
○意欲的に学習に取り組む子 
○基礎的・基本的知識と技能が身に付いている子 
○思考力・判断力・表現力がはぐくまれている子 



  Ⅵ 研究内容について 

１ 「わかる授業」と ICT活用 

「わかる授業」とは，意欲的に学習に取り組み，

基礎的・基本的な知識と技能を身に付け，思考力・

判断力・表現力をはぐくむことができる授業であ

る。その「わかる授業」を，支えているのが教師

の確かな授業技術である。これまでの授業技術と

ICTが結び付くことで大きな効果が期待できる。 

 

 (1) 「わかる授業」を支える教師の授業技術 

① 指示の技術 

授業の中で児童に様々な活動を促す際には，

指示が重要となる。しかし，一つの指示で多

くの活動を要求してしまっては，子どもたち

は混乱してしまう。１指示１活動を心がけ，

わかりやすく，簡潔な指示が大切となる。 

  ② 説明の技術 

    授業において教師の説明は欠かせない。し

かし，難しい言葉で説明したり，抑揚のない

話し方では，子どもたちは，その説明に飽き

てしまう。そのため，説明資料を用意したり，

短く平易な言葉でまとめられた内容を抑揚の

ある明るい声で伝えたりすることで，子ども

たちに大切な内容を伝えることができる。 

  ③ 発問の技術 

    発問は授業の要となるものである。発問の

善し悪しで，授業の流れが変わることも多い。 

児童の考えを深めるために，どんな発問をす

るのか前もっての準備が大切である。曖昧な

発問よりは，できる限り具体的な発問である

方が児童も答えやすい傾向にある。また，多

く発問を準備するよりも，できる限り焦点を

絞った発問を用意することで思考は深まる。 

④ 板書の技術 

板書事項には，「問題(課題)」「説明資料」「め

あて」「児童のつぶやき」「学習内容のポイン

ト」「まとめ」などがある。どれも大切な内容

だが、「何を，どこに，いつ，どのように書く

か」が重要となる。また，文字の書き順，チ

ョークの色づかい，文字の大きさなど細かい

ところまで，教師としての配慮が必要である。 

 

(2) 授業技術と ICT活用 

「指示」「説明」「発問」「板書」に共通したキ

ーワードは「わかりやすく伝える」ということで

ある。特に、「指示，説明，発問」は言葉を伝達

手段として扱うため，目には見えない。しかし，

人間の理解や思考を促す働きにおいて，目からの

情報が重要となる。そのため，これまでの授業で

も，指示や説明，発問をわかりやすくするために，

資料が準備されてきた。そこで，ICTを効果的に

活用することにより，これまで以上に学級全体に

伝えたいことをわかりやすく伝えることができる

と考える。

 

(3) ICTを活用した「わかる授業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《主な授業技術》 

①指示 

○１指示１行動。○短く簡潔である。 

②説明 

 ○短く簡潔である。○平易な言葉である。 

③発問 

○具体的である。○思考を促す。 

④板書 

○見やすい。○流れが明確である。 

《「わかる授業」》 

○楽しい授業 

○参加する授業 

○課題が明確となる授業 

○説明がわかりやすい授業 

○学習内容を理解できる授業 

○問題が解ける授業 

○みんなで考える授業 

○自信につながる授業 

わかりやすく 

伝える 

（ICT活用） 

 



２ ICT活用の効果 

 (1) 興味・関心を高める 

児童が意欲的に学習に取り組むためには，学習内容に興味を持たせる必要がある。しかし，実際

の授業では，簡単に興味を持たすことは難しい。そのときに，ICT が有効に使える。大型デジタル

テレビに画像を提示するだけで，児童の関心が高まり興味へとつなげることができる。学習する内

容に興味を持たせることができれば，児童は意欲的に活動するようになる。ICT 活用には，意欲的

に活動するための原動力となりえるものを創り出す効果がある。そこで大切なことは児童の実態に

応じた画像や動きのある映像などを準備することである。 

 

表１ 興味・関心を高める方法と場面 

教科 校種 学年 単元・題材 ICT機器 提示物例 ねらい 

国語 小中 全 
物語文 

説明文 

プロジェクタ 

実物投影機 

教科書や図書資料の挿絵

や写真 

物語分や説明文を読む際

に，内容への関心を高め

る。 

全 小中 全 適 宜 
大型デジタルテレビ 

コンピュータ 
フラッシュ型教材 楽しい雰囲気づくり。 

英語 小中 全 適 宜 
大型デジタルテレビ 

コンピュータ 
世界の国々の様子 驚きや感動を与える。 

算数 小中 全 適 宜 
大型デジタテレビ 

コンピュータ 
問題と関連した画像 問題への意欲付け。 

 

 

(2) 課題が明確となる 

   授業において，課題が明確になることは，とても大切なことである。しかし，問題文を読み，教

師の言葉による説明だけでは，簡単に課題を把握することはできない場合がある。特に問題文に見

慣れない言葉，聞き覚えのない専門用語などがある場合は理解しにくい。そこで ICTを活用し，教

科書の設問や図表，問題に関連した画像を拡大提示することで，教師が言葉だけで伝える以上に，

児童一人一人がこれから学習する課題について把握することができる。 

 

表２ 課題を明確につかませる方法と場面 

教科 校種 学年 単元・題材 ICT機器 提示物例 ねらい 

算数 小中 全 適 宜 

プロジェクタ 

大型デジタルテレビ 

コンピュータ 

教科書の問題文 
学習の課題を確実につか

ませる。 

算数 小 5 立体図形 
プロジェクタ 

実物投影機など 

児童が描いた見取り図

や展開図 

いろいろな考え方を共有

する。 

国語 小 全 作文指導 
プロジェクタ 

実物投影機 
原稿用紙 

作文の書き方指導を行

う。 

社会 小 3～6 適 宜 
プロジェクタ 

実物投影機 
社会科資料集 

大切な絵や文を確認す

る。 

 



(3) 思考や理解が深まる 

ICTを活用して画像やアニメーション等を組み合わせながら説明をすることで，児童のつまずきを

防ぎ，思考や理解をより深めることができる。学習内容に応じて必要なデジタル教材を提示しながら，

教師が自然の事象や数学的理論について説明することで，繰り返し説明しなくても理解へと導くこと

ができる。特に実物の教材・教具が準備できないときや手元の作業を大きく見せ，学級全体で確認し

たいときなどに大きな効果を発揮する。 

 

表３ 思考や理解を深める方法と場面 

教科 校種 学年 単元・題材 ICT機器 提示物例 ねらい 

国語 小 3～6 書写 
プロジェクタ 

実物投影機 
毛筆書写の模範文字 

穂先の動きや点画のつな

がりを意識させる。 

算数 小 全 
量と測定 

図形 

プロジェクタ 

実物投影機 

分度器やものさしなど

の計器 

正しい使い方を指し示し

ながら説明する。 

社会 小 5 
我が国の工

業生産 

大型デジタルテレビ 

デジタルコンテンツ  

自動車工場での組み立

ての様子 
各工程を理解させる。 

図工 小 4～6 版画 
プロジェクタ 

実物投影機 
版画の彫り方の見本 安全に丁寧に彫らせる。 

 

 

(4) 知識の定着が図れる 

学んだ知識を自らの技能として表現するためには，学習した内容の定着を図ることが大切である。

プリントやドリルを活用した学習も大切だが，単なる繰り返し学習では，単調になりがちである。こ

のような課題に対し，ICT を活用することで，変化に富んだ繰り返し学習が可能となる。例えば，ICT

を用いたフラッシュ型教材等を活用することで，児童が集中して課題に取り組むことができ，効率的

に知識を定着させることができる。 

 

表４ 知識の定着を図る方法と場面 

教科 校種 学年 単元・題材 ICT機器 提示物例 ねらい 

英語 小 全 適宜 

大型デジタルテレビ 

コンピュータ 

フラッシュ型教材 

食べ物・職業・色・動物

などの画像 
知識の定着を図る。 

社会 小 ５ 適宜 

大型デジタルテレビ 

コンピュータ 

フラッシュ型教材 

日本の海，山，川などの

名称と位置 
知識の定着を図る。 

算数 小中 全 適宜 

大型デジタルテレビ 

コンピュータ 

フラッシュ型教材 

簡単な計算 知識の定着を図る。 

国語 小中 全 適宜 

大型デジタルテレビ 

コンピュータ 

フラッシュ型教材 

漢字の読み方 知識の定着を図る。 

  



３ ICT活用の現状 

  本校の ICT活用状況アンケート調査及び高橋・

堀田氏らの ICT 活用全国調査結果から，ICT 活用

の現状を把握する。 

 

 (1) 本校の ICT活用状況調査結果(H22年 10月) 

   アンケート結果によると，「だいたい活用して

いる」教師が 40％で，「あまり活用していない・

活用していない」教師は 60％になることがわか

った。(図１) 

 

図１ ICT活用状況に関するアンケート① 

 

また，「活用している」と答えた教師の主な

活用方法は，興味・関心を高めるために利用し

ている。(図２) 

 

図２ ICT活用状況に関するアンケート② 

 

さらに，授業中のどの場面で活用するか聞い

たところ，特に決まった場面はなく各自で工夫

して活用している様子が伺える。(図３) 

 

図３ ICT活用状況に関するアンケート③ 

 

 次に活用しないと答えた教師の理由として「準備

する時間がない」が一番大きな理由としてあがって

いる。(図４) 

 

図４ ICT活用状況に関するアンケート④ 

 

しかし，今後，ICT を活用したいと考えている教

師は，「そう思う」「尐し思う」を合わせて 100％に

なっている。「あまり思わない・思わない」と考えて

いる教師はいなかった。(図５) 

 

図５ ICT活用状況に関するアンケート⑤ 
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今後，ICTを活用したいと考えていますか。 



(2) 全国の ICT活用状況 

高橋・堀田氏らは，教師が普段の授業の中で効

果的と考えるICT活用場面とICT機器を明らかに

するために調査を行った。教師歴の平均は18年，

ICT活用授業歴は 5.3年である。(H18年調査) 

調査結果によると，一時間の授業の中でずっと

ICTを活用しているわけではなく，授業のポイン

トを分けて活用していることがわかる。特に，授

業の導入で 83％の教師が活用している。(図６) 

 

図６ 高橋・堀田氏による ICT活用状況調査① 

 

その中でも，「動機付け」「課題の提示」などに

おいて，多くの教師が ICTを活用していることが

わかる。(図７) 

 

図７ 高橋・堀田氏による ICT活用状況調査② 

 

  また，具体的な活用機器として，一番多く使わ

れた ICT機器は，プロジェクタが最も多く，次に

実物投影機があがっている。ICTを活用して映し

た対象で最も多かったのが教科書，書籍である。

次に写真，実物や教具となっている。多くの教師

が複雑なパソコン操作など，難しいことに挑戦し

ているわけではなく，普段の授業の流れの中で，

大型印刷物やＯＨＰの代わりとして，簡単に ICT

を活用していることがわかる。 (表５，表６) 

 

表５ 高橋・堀田氏による ICT活用状況調査③ 

順位 利用された ICT機器 

１ プ ロ ジ ェ ク タ 

２ 実 物 投 影 機 

３ パ ソ コ ン 

 

表６ 高橋・堀田氏による ICT活用状況調査④ 

順位 ICTを活用して映した対象 

１ 教科書・書籍 

２ 写 真 

３ 実物・教具 

 

(3) アンケートや調査資料から 

ICT を活用している多くの教師が，児童の興

味・関心を高めたり，児童にわかりやすい説明を

行ったりする際にICTを活用していることがわか

った。また，ICT活用場面においては，使用過程

にそれぞれの工夫が見られ，各々のスタイルで

ICTを活用している。ICTを活用していない教師

からは，活用しない理由として「準備する時間が

ない」「操作の仕方がわからない」等の回答が多

かった。準備する時間がないと答えた理由には，

ICT機器を設置する時間がないとことやICTで提

示するための教材・教具を準備する時間がとれな

いことが考えられる。 

しかし，多くの教師が ICT活用の学習効果を認

め，活用したいと考えているため， ICT 機器設

置にかかる時間が簡素化され，様々な活用方法が

研究されれば，普段の授業の中で，計画的・継続

的に ICTを効果的に活用できると考える｡ 

そこで，普段の授業の中で，気軽に ICTを活用

できる方法を組み立て「わかる授業」へとつなげ

たいと考える。
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４ ICTを効果的に活用した「わかる授業」づくり 

 (1) ICTを活用するために 

   ICT活用がいくら効果的であると判断できても，ICTありきで授業を構築することはできない。児

童の実態から見える課題に対して，目指す子ども像を明確にすることが大切である。そこから，課

題を解決する手段として「何を，どこで，何のために」ICT 活用をするのかが重要となる。課題を

克服するために，提示する画像は有効かどうか，提示する順序やタイミングは適切かなど，配慮す

べき点は多い。また「指示，説明，発問，板書」との連携のあり方を十分吟味しないといけない。

提示方法に適した「指示，説明，発問」であるかどうか，提示した資料と言葉掛けが連動している

かどうか考える必要がある。普段の授業と同様に授業の流れをイメージし，予想される子どもの反

応に応じた手立てを用意することで「わかる授業」へと近づくと考える。 

 

 (2) 目指す子ども像と ICT活用 

   目指す子ども像に応じての ICT活用方法とその効果についてまとめた。(表７) 

表７ 目指す子ども像と ICT活用 

目指す子ども像 ICT活用目的 ○ICT活用方法   ◎効果 

意欲的に学ぶ子 ◇興味・関心を高める。 

 

○フラッシュ型教材や画像等を提示する。 

◎動機付けを行うことができる。 

◎前時の振り返りを行うことができる。 

◎楽しい雰囲気をつくることができる 

◎視線を集め，集中力を高めることができる。 

基礎的・基本的

知識と技能が身

に付いている子 

◇課題を明確にする。 

◇わかりやすい説明を行う。 

◇知識を定着させる。 

○問題文を提示する。○映像やアニメーションを提示する。 

◎教師の指示がわかりやくなり作業内容が明確になる。 

◎教師の説明がわかりやすくなり課題が明確になる。 

◎教師の説明がわかりやすくなり学習内容を理解することができる。 

◎楽しい繰り返し学習で知識が定着する。 

思 考 力 ・ 判 断

力・表現力が身

に付いている子 

◇考えを整理させる。 

◇考えを発表の場をつくる。 

○児童の考えを整理するために画像を提示する。 

○児童の考えを実物投影機で投影する。 

◎学習者の考えが整理される。 

◎学習者の発表の場ができる。 

◎比較検討の場ができる。 

 

(3) 授業設計と ICT 活用 

   目指す子ども像と ICT活用目的が明確になったら，実際の場面ごとの ICT活用方法を組み立てる

必要がある。普通教室で，大型デジタルテレビやコンピュータを活用し，フラッシュ型教材や画像，

教科書などを拡大提示する。そこで興味・関心を高めたり，課題意識を明確にしたりする。子ども

たちは，普段の授業と同じように問題文や解法をノートにまとめる。次に児童は考えを発表し，学

級全体で相互理解を図る。イメージされた授業の流れは，これまでの授業とさほど変化はない。し

かし「わかりやすい・見やすい」環境によって，「よりわかる・よりできる」児童が増える。何度も

同じ説明を繰り返すことがなくなり，時間を有効に活用することができる。授業中の各場面におい

ての使用方法を以下にまとめる。(表８) 



表８ 授業中の各場面においての ICT活用 

場面 学習活動 教師の活動 活用する ICT ICT活用目的 

導
入 

①前時の確認 

②繰り返し学習 

③画像の提示 

①前時の授業を振り返る。 

②振り返り学習で知識の定着

を図る。 

③画像を提示する。 

○ハード 

 ・大型デジタルテレビ 

・コンピュータ 

●ソフト 

 ・フラッシュ型教材 

◎知識の定着を図る。 

◎興味・関心を高める。 

 

展
開
① 

④課題の提示 

⑤見通しをもつ 

⑥めあての確認 

④課題を提示し確実に把握さ

せる。 

⑤予想や類推することで見通

しをもつ。 

⑥めあてを確実に把握させる。 

○ハード 

 ・大型デジタルテレビ 

・コンピュータ 

●ソフト 

・問題に関連した画像 

◎課題を明確にする。 

◎わかりやすい説明を行う。 

展
開
② 

⑦自力解決を図る 

⑧相互解決を図る 

⑦個々の児童を支援する。 

⑧考えを共有させる。 

○ハード 

・スクリーン 

・実物投影機 

●ソフト 

・児童のノート 

◎考えを整理させる。 

◎考えを発表する場をつくる。 

ま
と
め 

⑨本時の振り返り ⑨学習のまとめをする。 ○ハード 

 ・大型デジタルテレビ 

・コンピュータ 

●ソフト 

 ・まとめを提示する。 

◎知識の定着を図る。 

 

(4) 授業で活用できるデジタル教材 

    ICTを活用した算数の授業設計をするときに下記の WEBにあるデジタル教材が参考になる。(表９) 

表９ 授業で活用できるデジタル教材が見つかる WEB一覧（平成 23 年 2月現在） 

ＷＥＢ名 アドレス 提供団体・会社 

算数・数学の思考過程をイメ

ージ化する動画素材集 

www.dainippon-tosho.co.jp 大日本図書 

MOWMOWMOW数学 www.mowmowmow.com/maht/ MOW数学 

NICER www.nicer.go.jp 教育情報ナショナルセンター 

G-Tak.NET_BB www2.g-tak.gsn.ed.jp/ 群馬県総合教育センター 

怪盗ねこぴ～ www.nekopy.com 個人 

ＴＯＳＳランド www.tos-land.net/ TOSS 

デジタル教材 www.kumamoto-kmm.ed.jp 熊本市教育センター 

e-teachers  www.eteachers.jp チエル株式会社 

算数のコンテンツ集 www006.upp.so-net.ne.jp/iwamoto/ 個人 

デジタルコンテンツ集 www.center.spec.ed.jp 埼玉県立総合教育センター 

 



Ⅶ 授業実践 

第５学年算数科学習指導案 

平成 22年 1月 17日(月) 5校時 

５年４組 ３９人         

授業者 上江洲 充孝      

１ 単元名 くらべ方を考えよう（割合）『啓林館(下)』 

 

２ 単元の目標 

  ○割合の意味について理解し，小数や百分率を用いて問題を処理することができる。 

  ○求めた割合を帯グラフや円グラフに表すことができる。 

 【関心・意欲・態度】割合を考えるよさを知りこれを用いて数量の関係を判断しようとする。 

 【数学的な考え】  身近な問題で，割合の和や差，積を考えて問題を解くことができる。 

 【表現・処理】   部分の全体に対する割合を帯グラフや円グラフに表すことができる。 

 【知識・理解】   割合の表し方について理解し百分率を用いて問題を処理することができる。 

 

３ 単元について 

(1) 教材観 

   本単元にかかる目標として，学習指導要領 D(3)百分率，D(4)円グラフや帯グラフにおいて「百分

率について理解できるようにする。」「目的に応じて資料を集めて分類整理し，円グラフや帯グラフ

を用いて表したり，特徴を調べたりすることができるようにする。」と記されている。 

割合の学習は，第５学年で初めて学ぶ内容である。しかし，割合の素地的指導としては「基準量」，

「比較量」の理解や判断および「倍概念」「乗法」「除法」「分数」などの学習を通して，第１学年か

ら徐々に積み上げられてきている。また，第５学年の「単位量あたり」の学習では，異種の２量を

比べる際には，同種の２量を比べる場合のように，差で比べることができないことを理解した上で，

異種の２量の割合を１つの量としてとらえ，それによって比べるといった学習を経験している。 

これまでの学習をふまえ，本単元では百分率を含む割合の意味とその求め方，表し方について学

習を進め，割合に関する問題に取り組む。割合とは，「二つの数または同種の量 A・B について，A

が Bの何倍であるかを表した数ｐを Aの Bに対するｐ(割合)という。」である。ここでは，「倍」で

くらべる見方が重要となる。数量の大きさの間の関係を割合でとらえ，全体と部分，部分と部分の

関係について十分な理解が必要である。また，グラフについては，第４学年までに，棒グラフ，折

れ線グラフを学習し，事象の比較や変化の様子について考えを深めている。割合の学習では，各部

分の全体に対する割合を，帯グラフや円グラフに表すことのよさについて，特徴を理解しながら考

えを深めていく。そこで，本単元では，「基準量」「比較量」「割合」の関係を明確にしたり，「小数

倍」「百分率」「歩合」の関係を明確にしたりするために，ICT を活用し図や表などに視覚化するこ

とで，関係性の理解を図り，公式の暗記に頼らない割合の授業を実践する。そのためにも，下記の

３つの事項を重視して指導を行う。 

○「基準量」「比較量」「割合」が何であるか明確にする。 

○割合が「小数倍」「百分率」「歩合」であることを明確にする。 

○割合を帯グラフや円グラフに表すことができる。 

 



(2) 児童観 

本学級の児童に，算数の学習についてアンケートを実施しところ（H22年 9月），算数の学習につ

いて，「とても好き・好き」と答えた児童は，学級の約６割しかいなかった。残り４割の児童は，算

数が「あまり好きではない・きらい」と答えており，その理由としてあげられていたのが，「ややこ

しい・難しい・意味がわからない・計算が苦手」である。ここで注目したいのが，「ややこしい・意

味がわからない」である。教師は，児童に学習内容を確実に教えるために「わかりやすい説明」を心

掛けるが，それが伝わってないのではないか。指示や説明，発問の意味がわかれば，児童は積極的に

算数の学習に参加できるのではないかと考える。 

続いてに注目したのが「計算が苦手・難しい」である。計算が苦手ということは，これまでの学習

内容が定着していないことが考えられる。レディネステストの結果から次のようなことがわかった。

「整数・小数のかけ算・わり算」では，約８割の児童が正答することができたが，約２割の児童から

「かけ算の未定着」「筆算のアルゴリズムの未定着」がみられた。かけ算が定着していないため，わ

り算の計算も定着してない。また，整数倍にあたる大きさの数は求めることができるが(100％)，小

数倍にあたる数を求めることができた児童は約８割である。さらには，整数倍を求めることは約９割

の児童が正答できたが，小数倍を求めることができた児童は約４割であった。整数倍や整数倍にあた

る大きさを求める問題は，多くの児童が答えを求めることができたが，小数倍や小数倍にあたる大き

さ求める問題に関しては，誤答が多くなった。このことより倍に関する問いでは，小数倍の概念が定

着していない状況がみられる。既習事項において未定着の状況がみられることから，割合の単元にお

いても，つまずく恐れもあるため，児童の意欲を引き出し，既習事項を振り返る場面を設定しながら，

割合の内容理解へとつなげたいと考える。 

 

表 10 算数に関するアンケートおよびレディネス結果 

算数に関するアンケート 割合・正答率  基準量×割合＝比較量 割合・正答率 

とても好き・すき 64％(25/39 人) みつたかさんの体重は 50kg です。お

父さんの体重はその 2 倍です。お父さ

んの体重は何 kg ですか。 

100％(39/39 人) 
あまり好きではない・きらい 36％(14/39 人) 

  ともこさんの体重はみつたかさんの体

重の 0.8 倍です。ともこさんの体重は

何 kg ですか。 
77％(30/39 人) 

整数，小数の乗法，除法 割合・正答率 

23×14 82％(32/39 人) 比較量÷基準量＝割合 割合・正答率 

1.7×42 72％(28/39 人) A のりぼんの長さは 4m です。B のりぼ

んの長さは 2m です。A は B の何倍で

すか。 

95％(37/39 人) 
195×15 82％(32/39 人) 

7.2÷24 85％(33/39 人) A のりぼんの長さは 10m です。B のり

ぼんの長さは 5m です。B は A の何倍

ですか。 

36％(14/39 人) 
 

 

 

 

 

 



(3) 指導観 

児童観より，約４割の児童が算数の学習に対して，良いイメージがないことがわかった。その理由

として，算数は「ややこしい・難しい・意味がわからない・計算が苦手」などが挙がっている。算数

が難しいと感じていたら，楽しいと思うはずはなく，むしろ苦痛に感じているかもしれない。だから

こそ，わかる喜びを味あわせ，算数の学習は楽しいという気持ちを持たせたい。また，学級全体で算

数の課題について追及し，進んで発表や説明ができる雰囲気をつくり，進んで算数の学習に参加でき

るようにしたい。  

   また，以下にまとめたレディネステスト結果の改善が必要である。 

   ①かけ算・わり算の未習得児童がいる。 

   ②小数のかけ算・わり算の未習得児童がいる。 

   ③かけ算・わり算の筆算の仕方が間違っている児童がいる。 

   ④文章題から式をつくることができない児童がいる。 

   ⑤倍の概念が定着していない児童がいる。 

   ⑥小数倍を求めることができない児童が多くいる。 

このことから児童間の学力に個人差があることが考えられる。学力の溝を埋めたいが，単なるド

リルの繰り返しでは，学力が定着している児童は飽きてしまい，定着していない児童は，より一層

算数嫌いになる恐れもある。また，割合の概念は，２つの量の関係性を表すため，児童にとっては

捉えることが難しく，つまずきの多い内容となる。そのことが学習意欲の低下につながりがちであ

る。そのため，できる限り児童が理解しやすいように，興味・関心を高めたり，割合の関係性を視

覚化したりして，授業を行う必要がある。 

そこで， ICTを効果的に活用する。これまで，「大きく見せたい」「図や絵で表したい」というも

のは，授業中にチョークで黒板に書いたり，拡大機や模造紙などで準備したりと多くの時間と手間

をかけていた。そんな時に，ICTが有効に使える。デジタルテレビとパソコンを活用することで，

これまでの授業スタイルを変えずに，大きな効果を生み出すことができる。デジタルテレビで画像

や問題，資料を映すことで，児童の集中度を上げ意識を高める。また，授業の中で一度黒板に書い

た内容を消すというと作業は，授業の流れの妨げになり，児童の思考もとぎれてしまうことがある

が，ICT活用では，必要に応じて，資料を提示したり，画面を切り替えたりすることができるため，

教師の説明や指示をより明確に児童に伝えることができる。 

しかし，ICTによる資料の提示は，理解しやすい反面，画面を見て「わかったつもり」で知識が

定着していないこともあるため，これまでの授業と同じように，重要なポイントや学習の過程など

は，しっかり黒板に板書するようにする。また，何でも漫然と拡大提示していただけでは，効果が

薄れることもあるため，何を，どのタイミングで映せば効果があるのか考え，ICTを活用していき

たい。これまでの授業スタイルを大切にし， ICT活用に偏るのではなく，単元のテーマやポイント

は，従来通り黒板に板書し，授業が終わったときに，今日の課題と児童の発見・考え・説明などが

黒板に残るようにする。黒板に残った学習の足跡を見て，書くことが知識の定着につながるのでは

ないかと考える。そのためにも，ICT活用計画を立て「残すもの」「消すもの」の区別をつけ，ICT

と黒板との連携を図る。また，わかりやすい板書を心掛け，「発問・説明・指示」を工夫し，「わか

る授業」を実践したいと考える。 

 

 



４ 単元の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導計画(ICT活用例含む) 

①フラッシュ教材活用 ②画像の提示 ③課題(問題)提示 ④めあて ⑤説明資料提示 ⑥児童の発表 ⑦まとめ 

小単

元 
時 学習目標 学習活動 ICT活用例 ◆主な評価規準◇仮説の検証 

割
合 

１(

２
校
時) 

・割合の意味と割合

の求め方について

理解する。 

 1月 11日(火) 

・体験学習の希望調査をもとに，定員と

希望者数の関係を考える。 

・割合の用語を知り，割合の求め方をま

とめる。 

・導入①② 

・展開⑤⑥ 

・まとめ⑦ 

◆(知)割合の意味と割合の求め方

を理解する。 

◇仮説の検証①②③ 

２(

１
校
時) 

・全体と部分，部分

と部分の割合を求

める。 

 1月 12日(水) 

・関係図や線分図を用いて，全体と部分

の割合や部分と部分の割合の求め方を

理解する。 

・導入①② 

・展開③⑤ 

・まとめ⑦ 

◆(表)全体と部分，部分と部分の

割合を求めることができる。 

◇仮説の検証①②③ 

３(
３
校
時) 

・もとにする量と割

合を知って，比べ

る量を求める。 

 1月 14日(金) 

・関係図や線分図を用いて，もとにする

量と割合から比べる量を求める方法を

理解する。 

・導入①② 

・展開③⑤ 

・まとめ⑦ 

◆(表)もとにする量と割合を使っ

て，比べる量を求めることがで

きる。 

◇仮説の検証①②③ 

４(

５
校
時) 

・比べる量と割合を

使って，もとにす

る量を求める。 

1 月 17日(月) 

本時(検証授業) 

・関係図や線分図を用いて比べる量から

もとうにする量を求める方法を理解す

る。 

・導入①② 

・展開③⑤ 

・まとめ⑦ 

◆(表)比べる量と割合を使って，

もとにする量を求めることがで

きる。 

◇仮説の検証①②③ 

百
分
率 

５(

２
校
時) 

・百分率の意味及び

百分率と小数倍と

の関係について理

解する。 

 1月 18日(火) 

・百分率の用語と１％の意味について知

る。 

・身の回りから百分率を探す。 

・導入①② 

・展開③ 

・まとめ⑦ 

◆(知)百分率の意味及び百分率と

小数倍との関係について理解す

る。 

◆(関)関心をもって身の回りから

百分率の使われている場合をさ

がそうとする。◇仮説の検証①

②③ 

６(

１
校
時) 

・百分率の求め方を

理解し，百分率を

使った問題で比べ

る量を求める。 

 1月 19日(水) 

・関係図を使って，百分率の求め方や比

べる量の求め方を理解する。 

・導入① 

・展開③ 

・まとめ⑦ 

◆(表)百分率の求め方を理解し，

百分率を使った問題で比べる量

を求めることができる。 

◇仮説の検証①②③ 

３年  

◎何倍になるのかな 

・乗法の変量に目をつけ，何倍にな

るかを考えて解く順思考の問題 

５年  

◎小数×小数，小数÷小数 

・小数の乗除計算，割合を表す小

数(小数倍) 

・単位量あたり 

６年  

◎分数×分数，分数÷分数 

・分数の乗除計算，割合を

表す分数(分数倍) 

４年  

◎何倍になるのかな 

・乗法の変量に目をつけ，何倍に

なるかを考えて解く逆思考の問

題 

５年 

◎割合 

・割合の意味と計算，割合を表す

小数 

・百分率 

・帯グラフ，円グラフのよみ方 

・何倍(小数倍)になるかを考えて

解く問題 

６年  

◎比とその利用 

・比の意味とその表し方 

４年  

◎折れ線ブラフ 

・折れ線グラフの特徴，よみ方，

かき方 



７(

３
校
時) 

・割合に関する作問

を通して，百分率，

比べる量，もとに

する量を求める。 

 1月 21日(金) 

・割合に関する作問を通して，百分率，

比べる量，もとにする量を求める。 

・導入① 

・展開②③ 

・まとめ⑦ 

◆(考え)割合に関する作問を通し

て，百分率，比べる量，もとに

する量を求めることができる。 

◇仮説の検証①②③ 

練
習 

８ １月 24日(月) 
練習を行う。   

割
合
の
グ
ラ
フ 

９(

２
校
時) 

・帯グラフと円グラ

フの意味を理解し，

それらのグラフを

読む。 

 1月 25日(火) 

・帯グラフや円グラフの用語を知り，そ

の特徴をまとめる。 

 

・導入①② 

・展開⑤⑥ 

・まとめ⑦ 

◆(表)(知)帯グラフや円グラフの

意味を理解し，よむことができ

る。 

◇仮説の検証①②③ 

１０(

１
校
時) 

・帯グラフと円グラ

フをかく。 

 1月 26日(水) 

・帯グラフと円グラフのかき方を考える。 ・導入① 

・展開⑤⑥ 

・まとめ⑦ 

◆(表)帯グラフや円グラフをかく

ことができる。 

◇仮説の検証①②③ 

割
合
を
つ
か
っ
て 

１１(

３
校
時) 

・もとにする量の何

倍にあたるかを考

えて，2つの量の和

にあたる大きさを

求める。 

 1月 28日(金) 

・線分図や関係図を用いて，もとにする

量の何倍にあたるかを考えて，2つの

量の和にあたる大きさを求める。 

・導入①② 

・展開 

・まとめ⑦ 

◆(考)もとにする量の何倍にあた

るかを考えて，2つの量の和にあ

たる大きさを求めることができ

る。 

◇仮説の検証①②③ 

１２(

２
校
時) 

・全体を１として，

割合の積を考えて

問題の解決ができ

る。 

 2月 1日(火) 

・関係図を用いて，全体を１として割合

の積を考える問題を解決する。 

・導入①② 

・展開 

・まとめ⑦ 

◆(考)全体 1として，割合の積を

考えて，問題の解決ができる。 

◇仮説の検証①②③ 

た
し
か
め 

１３ 

 2月 2日(水) ・たしかめ道場 

・学習内容の自己評価 

・アンケート 

  

 

６ 本時の学習 

(1) 目標 比べる量と割合を知って，もとにする量を求めることができる。 

(2) 本時の評価規準 

観
点 

評価規準 
十分に満足できる

(A) 
概ね満足できる(B) 努力を要する(C) (C)への手立て 

評価 

方法 

表
現
・
処
理 

比べる量と割合を

使って，もとにす

る量を計算で求め

ることができる。 

比べる量と割合か

ら，もとにする量を

手際よく正確に求め

ることができる。 

比べる量と割合か

ら，もとにする量を

求めることができる。 

・「～の何倍」が 

わからない。 

・関係図をかくこと

ができない。 

・「～の何倍」を確認す

る。 

・わからない児童を前

に集めて指導する。 

観察 

発表 

ノート 

 

(3) 本時の授業の工夫 

興味関心を高める場

面 

・フラッシュ型教材を用いて，楽しい雰囲気の中で，前時の振り返りを行う。 

・問題に関連した画像を提示する。 

問題を把握する場面 ・問題を拡大提示することで，視線を前に集め，問題を確実に把握させる。 

自力解決する場面 ・関係図のかき方をパターン化することで，式をつくることができる。 

相互解決する場面 ・友達の考え方を聞いたり，ペアで考えたりすることで，考えが明確となる。 

学習を振り返る場面 ・まとめを拡大提示することで，学習の振り返りを確実に行う。 



(4) 展開 

 

ICT活用 

(デジタルテレビ) 

№学習活動  

●児童の活動及び反応 ○発問 

指導上の留意点 

(◆手立て □評価 ※仮説の検証) 

導
入(

１
５
分) 

２の○倍は10

10÷２＝５

５

 

倍

の何倍
 

1 図を見て割合を答える。 

 

 

 

 

2「～の何倍は～」の理解を深める。 

 ●文章の中に「～の何倍」を見

つける。 

 ●関係図から式を立て，答えを

求める。 

◆フラッシュ型教材を活用し，楽しい雰囲気の中

で，前時を振り返る。 

 

 

 

 

 

※作業仮説 1 

  学習過程において，ICTを効果的に活用するこ

とで，興味関心が高まり，意欲的に学習に取り

組むことができるであろう。 

展
開(

２
５
分) 

 

 

・２×○＝６

○＝６÷２

・○×２＝６

○＝６÷２
 

 

 

１

1.6倍

１

15人
24人

1.6倍

 

3 画像を見て，興味・関心を高め

る。 

 

 

 

 

2 問題文を読んで題意を把握し，

課題をつかむ。 

3 見通しをもつ。 

●「～の何倍」を文章から見つ

けることで，問題を求めるこ

とができることに気づく。 

 

 

4 自力解決 

●関係図を書く 

●式を書いて答えを求める。 

●正答：24÷1.6＝15 

●予想される誤答 

24×1.6  1.6÷24  

5 相互解決(考えの発表・説明) 

●答えを確認し合う。 

 

 

 

◆本時の問題へとつながる画像を提示し，興味関

心を高める。 

 

◆問題を拡大提示し，全員の視線が集中している

ことを確かめ確実に課題を把握させる。 

 

◆見通しを持つことで，これからの作業を明確に

する。 

 

 

 

 

 

 

◆あまり課題を把握していない児童は，前に集め

課題を明確にする。 

 

 

 

 

※作業仮説 2 

  学習過程において，ICTを効果的に活用するこ

とで，課題や教師の説明等が明確となり，基礎

的・基本的に知識と技能を身に付けることがで

きるであろう。 

ま
と
め(

５
分) 

倍

割合

もとにする量 くらべる量

まとめ
「～の何倍は～」がわかれば，もとにする量を
求める問題も簡単です。

 

 

7 学習のまとめ 

 

 

 

 

8 練習 

 8190÷0.09 

 36÷1.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

□【表現・処理】 

比べる量と割合を知って，もとにする量を求め

ることができる。（観察・発表・ノート） 

 

(5) 評価 比べる量と割合を知って，もとにする量を求めることができたか。 

乗馬教室の希望者は 24人でした。

これは，定員の 1.6 倍にあたりま

す。乗馬教室の定員は何人ですか。 

「～の何倍は～」をつくって，定員を求めよう。 

まとめ  

「～の何倍は～」がわかれば，もとにする量も 

求めることができる。  



   Ⅷ 研究の考察 

１ 作業仮説(1)の検証 

 

 

 

(1) フラッシュ型教材を活用する。 

  ① 手立て 

    導入でフラッシュ型教材を提示し，既習事

項や前時の振り返りを行い，知識の定着を図

りながら，楽しい雰囲気づくりを心掛け，意

欲的に授業に臨めるようにする。(図８) 

 

図８ フラッシュ型教材を提示する 

 

② 結果 

一人ひとりの児童の視線が上がり児童の明

るい表情を見ることができた。児童は楽しそ

うにフラッシュ型教材に臨んでいた。(図９) 

 

図９ 楽しそうに問題に答える子どもたち 

 

児童の感想やアンケート結果からも，「楽し

かった」「わかりやすかった」という反応が

多かった。(表 11,図 10,図 11) 

表 11 児童の感想① 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 ICT活用に関する児童アンケート① 

 

 

図 11 ICT活用に関する児童アンケート② 

 

③ 考察 

児童が楽しそうにフラッシュ型教材に臨んでい

たことから，意欲的に学習に取り組むことができ

たと考える。アンケート結果からも，92％の児童

がフラッシュ型教材は楽しかった。90％の児童が

わかったと感想を述べている。(図 10，図 11) 

これらのことから，フラッシュ型教材の活用は，

知識の定着を図りながら，意欲的に学習に取り組

む態度を引き出すことができると考える。 

しかし，「あまり楽しくなかった」「あまりわか

らなかった」と答えた児童も数名いた。その理由

として「見えづらかった」「テンポが早かった」な 

44%

48%

8% 0%

とても楽しかった

楽しかった

あまり楽しくな

かった
楽しくなかった

38%

52%

10% 0%
よくわかった

わかった

あまりわからな

かった

わからなかった

学習過程において，ICTを効果的に活用する

ことで，興味・関心が高まり，意欲的に学習に

取り組むことができるであろう。 

フラッシュ型教材での学習は楽しかったですか。 

A：みんなで一緒に答えるから答えやすい。 

B：早押し問題みたいで楽しかった。 

C：何度も繰り返すから，わかるようになった。 

D：見えにくい 

フラッシュ型教材での学習は楽しかったですか 

フラッシュ型教材での学習はわかりやすかったですか 



どの理由があげられていた。提示方法や進め

方などを改善する必要がある。 

 

(2) 問題に関係する画像の提示 

① 手立て 

問題文(課題)を提示する前に，問題に関連す

る画像を提示することで課題への興味・関心

を高める。(図 12) 

 

図 12 大型デジタルテレビに画像を映す 

 

② 結果 

画像を見せることで，児童の視線が上がり，

画面に集中している姿を見ることができた。

簡単な画像であったが，子どもたちは喜び，

楽しそうに反応していた。感想からは，「写真

を見ると問題がわかりやすい気がする」「画像

になじんで問題を解くことができた」「必要な

い」などの反応があった。また，アンケート

からは「とても楽しい・楽しい」を合わせて

93％という結果がでた。 

(表 12，図 13) 

 

表 12 児童の感想② 

 

 

 

 

 

 

図 13 ICT活用に関する児童アンケート③ 

 

③ 考察 

画像を拡大提示することで，児童全員の視線

が画面に集中し，興味・関心を高めることが

できた。その後，問題を提示することで，集

中力を落とさず課題把握につなげることがで

きた。アンケート結果や感想からも，画像な

どがあって楽しかったという反応が 93％もあ

り，意欲的に学習に臨んでいると判断できる。

また，画像を提示することで，これまでの学

習や生活経験で学ばなかった用語・説明など

が理解でき，進んで問題に取り組むことがで

きたようである。これらのことから，算数の

問題に入る前に，画像などを提示することは，

興味・関心を高めるだけでなく，問題文の把

握につなげる方法として効果的だったと考え

る。 

しかし，「必要ない」という感想や「あまり

楽しくない・楽しくない」という答えもある

ため，その理由を把握し児童の実態に即した

画像を精選する必要がある。 

 

(3) 作業仮説１の全体考察 

意欲的に学習に取り組む態度を培うために，「フ

ラッシュ型教材の活用」と「問題文(課題)に関係

する画像の提示」の２つの手立てを行った。両方

の手立てとも，児童の興味・関心を高める上で有

効だったと考える。クイズ的な要素の強い，フラ

ッシュ型教材で，学級の楽しい雰囲気づくりを行

い，続けて映像を提示することで，課題に対する 

60%

33%

5%
2%

とても楽しかった

楽しかった

あまり楽しくな

かった

楽しくなかった

問題文に入る前に画像を見ることは楽しかったですか。 

A：写真を見ると問題がわかりやすい気がする。 

B：画像になじんで問題を解くことができた。 

C：好奇心がわいてきた。 

D：必要ない気がする。 

E：見えにくかった。 

問題文に入る前に画像を見ることは楽しかったですか 



興味・関心を高めることができた。そのため，意欲

的に学習に取り組む態度を引き出せたと考える。 

検証後の「算数の授業は好きですか」という問い

に対して，「きらい」と答えた児童が０％になったこ

とからも児童の変容がわかる。(図 14) 

 

 

図 14 算数に関するアンケート① 

 

また，これまでの割合の授業は児童にとって，「楽

しくない・わかりにくい」というイメージが強かっ

たと感じるが，割合の授業に対して「とても楽しい・

楽しい」が 97％あることからも，ICT活用は，興味・

関心を高め意欲的に学習に取り組む態度を引き出す

手立てとして効果的だと考える。(図 15) 

 

図 15 算数に関するアンケート② 

 

画面が「見えにくい」という課題に対しては，興

味・関心を高める以前の問題であるため, ICTの強

みである情報の提示が確実に行われるように，さら

なる効果的な提示方法について工夫改善を行う必要

がある。 

 

２ 作業仮説(2)の検証 

 

 

 

 

 (1) 問題文の拡大提示 

  ① 手立て 

    教科書の問題文をデジタルカメラで撮り，

大型デジタルテレビで提示する(図 16) 

 

図 16 問題文の提示 

 

  ② 結果 

    学級全体で問題文の内容を確認することが

でき，課題が明確になった。また，児童はデ

ジタルテレビを見て問題をノートに写すので，

教師が問題を書くのを待つ必要がなく，時間

の短縮につながった。さらには，児童の感想

に「写真とセットでわかりやすかった」とい

うよい反応もあった。しかし，その反面，「字

が小さくて見えにくい」などの感想もあった。

(表 13) 

 

表 13 児童の感想③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても好き 好き
あまり好き

ではない
きらい

９月 26% 38% 33% 3%

１月 28% 54% 18% 0%

26%

38%
33%

3%

28%

54%

18%

0%

43%

54%

3% 0%

とても楽しい

楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

学習過程において，ICT を効果的に活用する

ことで，課題や教師の説明等が明確となり，基

礎的・基本的知識と技能を身に付けることがで

きるであろう。 

問題文の拡大提示はわかりやすかったですか。 

A：写真とセットでわかりやすかった。 

B：先生が黒板で書いていて，見えないという

ことがないからわかりやすかった。 

C：字がきれいで見えやすかった。 

D：字が小さくて見えにくいときがあった。 

E：見えにくかった。 

算数の学習は好きですか 

割合の授業は楽しかったですか 



③ 考察 

問題文を拡大提示することは，学級全体で課

題を明確にすることができ，効果的だったが，

教科書をデジタルカメラで写し，デジタルテ

レビで拡大提示するだけでは，字が小さく見

えにくいなどの難点もあった。来年度からは，

デジタル教科書が導入されるため，今回のよ

うな状況は改善されると考える。 

 

(2) わかりやすい説明 

① 手立て 

言葉の説明だけで，学習の内容がわかりづら

い時に映像やアニメーションを活用する。 

                  (図 17) 

 

図 17 アニメーションの拡大提示 

 

② 結果 

割合の関係性を線分図や関係図で理解する

際に，画像やアニメーションを提示しながら

説明したことで，児童からは「関係図があっ

たからわかりやすかった」「映像を見るとわか

りやすい」などの感想があった。 

③ 考察 

今回の割合の学習では割合の公式の暗記に

頼る授業ではなく，関係図や線分図のしくみ

を十分に理解して問題に取り組む活動を行っ

た。線分図の描き方や関係図の描き方を理解

するためにアニメーションを用いた。線分図

や関係図が描けるようになると，児童は暗記

に頼らずとも問題を解くことができるように

なった。このことから，映像やアニメーショ

ンを活用することは効果的な ICT活用だった

と考える。 

 

(3) 学習のまとめの拡大提示 

① 手立て 

授業のまとめ場面では，めあてに対する学習

のまとめを行う。そのときに大型デジタルテ

レビでまとめを拡大提示する。(図 18) 

 

図 18 まとめの拡大提示 

 

② 結果 

事前に学習のまとめを準備し，デジタルテレ

ビに拡大提示することで学習の内容を振り返

ることができた。児童の感想からは，「TVの方

が見えやすい」といった反応と「黒板とかわ

らない」などの反応があった(表 14) 

 

表 14 児童の感想④ 

 

 

 

 

 

 

 

③ 考察 

問題文の拡大提示場面と同じように，ICTを

活用して，文字の拡大提示だけで知識・理解

の定着を図るということに無理があったと感

じる。児童の感想からは，単に見やすい，見

えにくいなどの反応があるだけで，知識・理

解の定着が図れたかどうかは疑問が残る活動

学習のまとめの拡大提示は，わかりやすかったですか。 

A：TV の方が見やすい 

B：きれいに映っていて見えやすかった。 

C：黒板とかわらない 

D：黒板の字がいい 

E：見えにくい 



になってしまった。また，時間が尐ない中で，

必ずまとめまで終わらせなければと気が早ま

り，テンポの早い授業になったため，工夫改

善が必要である。 

 

(4) 作業仮説２の全体考察 

基礎的・基本的知識と技能を身に付けるために，

「問題文の拡大提示」と「画像やアニメーション

の拡大提示」，「学習のまとめの拡大提示」など３

つの手立てを行った。問題文や学習のまとめの拡

大提示は，授業中に教科書を見て内容を確認しな

いのであれば，児童にとって見えにくいだけだっ

たかもしれない。しかし，絵や画像を使った説明

は，「よくわかった・わかった」が 90％となり効

果的に活用することができたと判断する。難しい

割合の関係性も，画像やアニメーションで提示す

ることで，わかりやすくなったり，理解を深めた

りすることができる。(図 19，表 15) 

 

図 19 ICTに関するアンケート④ 

 

表 15 児童の感想⑤ 

 

 

 

 

 

 

ただし，授業のねらいを絞りきれず，準備したデ

ジタル教材が多すぎて ICT活用に左右され，授業

のペースが早くなる場面などもあったため，いろ 

いろある教材から，提示する資料を精選し，じ

っくり見せるのか，比較検討の材料とするのか

狙いを絞った授業展開が必要である。 

また，単元テストの結果が C評価となった児

童が 13％もいることから，ICT活用と「指示，

説明，発問」の連携のあり方や板書の内容など

が適切であったか見直す必要がある。(図 20) 

 

図 20 単元テストの結果 

 

さらには，ICT活用だけに留まらず，しっかり

と繰り返し練習の時間を確保したり，授業と連

携した宿題を与えたりすることで，知識・理解

の定着を図る必要があった。割合の授業は「楽

しい・わかりやすい」と感じた児童の意欲を低

下させないためにも，児童の自信を点数に還元

できるような工夫も必要であったと考える。 

 

３ 作業仮説(3)の検証 

 

 

 

 

 (1) 関係図の拡大提示 

  ① 手立て 

    常に関係図の描き方を拡大提示することで，

与えたれた課題に対して，関係図を基に考え

を整理させる。 

② 結果 

毎時間 ICTを活用して，関係図の描き方を

練習したことで，自分で関係図をかけるよう

になった。そのため，「くらべる量」「もとに

する量」「割合」の暗記に頼ることなく，答 

62%

28%

10% 0%
よくわかった

わかった

あまりわからな

かった

わからなかった

46%

41%

13%

評価の割合(学級平均76点・全国平均84点）

A(85点～100点）

B(60点～84点）

C(0点～59点)

TVや PCを使った説明はわかりやすかったですか。 

A：絵や図などでわかりやすかった。 

B：図を見て楽しくわかった。 

C：進むのが速かった。 

D：見えにくかった。 

TVや PCを使った説明はわかりやすかったですか。 

学習過程において，ICTを効果的に活用する

ことで，考えを整理したり，発表したりする場

が工夫され，思考力・判断力・表現力をはぐく

むことができるであろう。 



えを求めることができるようになった。問題

文が異なっても，関係図を活用して，問題文

を解くことができようになった。テストの内

容を見ても，「くらべる量」「もとにする量」「割

合」を暗記するのではなく，「何の何倍」から，

関係図を描くことで，関係性を整理し，答え

を求めていることがわかる。（図 21，図 22) 

 

図 21 児童のノート 

 

 

図 22 単元テスト 

 

③ 考察 

ICTを活用して割合の関係性を線分図や関係

図で何度も提示した効果が表れたと考える。

異なった問題やテストになっても，関係図を

基に割合の関係性を理解していれば，自分で

整理し答えを求めることができると考えられ

る。 

 

(2) 児童の答えや考えを発表できる場の工夫 

① 手立て 

実物投影機を効果的に活用することで，児童

の考えの発表の場をつくる。 

② 結果 

グラフを描く場面で，実物投影機を活用し，

児童の考えの発表場面をつくることができた。

グラフを描く場面では，自力解決の後，実際

に前に出て自分の描き方を表現できた。 

(図 23) 

 

図 23 発表の様子 

 

③ 考察 

割合の授業では，関係図を描いたり，式を書

いたりする作業を黒板で行った。児童のノー

トを実物投影機で投影することも考えたが，

児童の考えが黒板に残らないため，知識・理

解を深める場面でのICT活用は行わなかった。 

しかし，割合を表に書いたり，グラフに表し

たりする場面では，何を，どのように書くか

を全員で確認できるので，実物投影機を効果

的に使うことで，活用力をはぐくむことがで

きると考える。 

 

(3) 作業仮説３の全体考察 

割合の単元全体を通して，割合の関係性を理解

する場面が多くなってしまい，相互解決の場面が

尐なくなってしまった。自力解決できない場面で

は，教師主導型やペア学習で解決を図ることで理

解につなげたが，ICTを活用して「思考力・判断

力・表現力」をはぐくむ場面を設定することが難

しかった。児童の「活用力」をはぐくむためには，

まず，教師自ら「活用力」について学び考え，日

頃から授業実践を行う必要がある。そこから，ICT

を活用して何を大型ディスプレイで映すのか考え 



「活用力」育成のための工夫改善を図ることが

重要であると考える。 

 

   Ⅸ 研究の成果と課題 

 

１ 成果 

 (1) ICTを活用した授業を実践することで，興味・

関心が高まり，意欲的に学習に取り組むことが

できた。 

 (2) ICTを活用した授業を実践することで，割合

の関係性が明確になり，知識と理解を深めるこ

とができた。 

 (3) ICTを活用した授業を実践することで，割合

の関係性について，自分の思考や判断を図や式，

言葉で表現することができた。 

 

２ 課題 

 (1) 興味・関心を高めるための提示資料の精選 

 (2) 大型デジタルテレビでの教材提示方法の工夫 

 (3) 児童の「活用力」をはぐくむための ICT活用

の工夫 

 

   おわりに 

今回，割合の学習において暗記に頼らない授業を

行うことを前提に，ICTを効果的に活用した「わか

る授業」の研究に取り組んできました。ICTを効果

的に活用することで，知識理解，技能表現，思考判

断が向上することは，すでに研究されており，その

効果については，文部科学省から発表されていたの

で，研究はスムーズに進むかと考えていたのですが

研究の過程では何度も悩む日々が続きました。今，

検証を終え言えることは，やはり授業の基本は，徹

底した教材研究であると思います。冒頭でも「わか

る授業」とは何かを考え，これまでの授業技術と ICT

の融合によって「わかりやすい授業」となると述べ

ましたが，改めて基本は教材研究だと痛感しました。

だかこそ，徹底した教材研究の基に，ICTを効果的

に活用することで，これまでの授業以上に，児童の

力を育てることができるのではないかと考えます。

これからも教材研究を徹底して行い，尐しでも「わ

かる授業」を展開するために，ICTを効果的に活用

していきたいと考えます。 

 研修期間中，多くのご指導助言をいただいた港川

小学校の友寄兼秀先生へ深く御礼申し上げます。 

 また，いつも温かく励まし指導助言してください

ました宮城むつみ所長，比嘉清喜係長，島袋優指導

主事，浦添市教育委員会の先生方，そして，所内の

職員の皆様へ深く感謝申し上げます。 

 最後に，本研究の機会を与え支援してくださいま

した浦城小学校，石坂晃校長をはじめ，研究に協力

してくださいました諸先生方，半年間の研究を共に

励んだ研究員の先生方に感謝申し上げます。
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ICT を効果的に活用した学習指導の工夫 

―「物質どうしの化学変化」の学習を通して― 

浦添市立浦添中学校 小脇 幸人 

【要 約】 

本研究は，教科指導において，ICT活用を効果的に活用することで，生徒の「興味・関心」「主体性」

「基礎・基本の定着」を高めることを試みたものである。授業の場面や学習課題において効果的な ICT

活用のあり方を考え，それを計画的・継続的に実践していくために年間指導計画を作成した。 

 

キーワード □ICT □効果的 □化学変化と原子・分子 □年間指導計画 □興味・関心 □主体性 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

新学習指導要領では，理科の目標及び内容の中

で「基礎・基本の定着」「主体的に行う探究活動

を重視した指導」等が述べられ，その中で「コン

ピュータや情報通信ネットワークを活用した学

習活動を充実することともに，視聴覚教材や教育

機器の適切な活用を図る。」ことが示されている。 

ICT 活用においては，平成 18年度に独立行政法

人メディア教育開発センターが文部科学省の委

託を受けて実施した「教育の情報化に資する研究

（ICT を活用した指導の効果の調査）」では，児

童・生徒の「興味・関心」や「知識・理解」に関

する項目において効果が表れた結果となってい

る。また，「児童生徒を対象とした客観テストに

よる比較調査」からも，実施したすべての教科に

おいて ICTを活用した授業後に行ったテストの得

点が高いことが示された。このようなことから，

生徒の学習に対する興味・関心や基礎学力の定着

を図る場面において ICT活用が有効であることが

明らかとなった。 

本年度９月に本校２学年を対象に行ったアン

ケートの結果から，「ICTを活用した学習は好きで

すか。」の問いに対して 62.0％の生徒が好きと答

え，どちらかといえば好きと答えた生徒を加える

と 93.9％となった。また，「ICT を活用した授業

は，内容を理解しやすいですか。」の問いに対し

て 46.9％の生徒が理解しやすいと答え，どちらか

といえば理解しやすいと答えた生徒を加えると

92.2％となり，「関心・意欲」「知識・理解」の部

分において ICT活用が有効であることが分かった。

さらに，「どれくらいの教科で ICT を活用した学

習をしましたか。」の問いに対しては，約 70％の

生徒が，1/3 の教科で ICT を活用した学習を行っ

たことがあると答えた。これを本校のコンピュー

タ利用状況調査（H22.9 実施）と照らし合わせて

みると，2 教科で積極的な ICT 活用が行われ，3

教科で活用が見られる結果となり，今回のアンケ

ート結果とほぼ一致し，学校全体として ICTを活

用した授業実践への取り組みの弱さが見えてき

た。また，これまでの自分自身の授業実践を振り

返ってみても，ICT 活用を意識しているが，計画

的・継続的な活用という観点から見た場合，まだ

十分とはいえない。ICT を活用した授業の必要性

は理解しているが，十分な活用には至っていない

のが課題となっている。 

基礎的な知識・技能を身に付けるためには，生

徒が主体的に学習課題に取り組むことが必要で

あると考える。そのためには，「生徒の興味・関

心を高めること」「明確に課題を把握させること」

が重要になってくる。そこで，ICT を効果的に活

用し，授業の展開を工夫することで，生徒の関心

や課題意識が高まり，主体的に学習課題に取り組

むことができると考える。また，生徒の「興味・

関心」「知識・理解」を高める手段として ICT 活

用が有効であることから，それを計画的・継続的

に実践する必要があると考え，本テーマを設定し

た。 

Ⅱ 目指す生徒像 

理科に関心を持ち，自ら課題に取り組む生徒 



  

Ⅲ 研究の目標 

  ICT を効果的に活用し，学習に対する関心と

課題意識を高め，主体的に学ぼうとする態度を

育てるための支援を図る。 

 

Ⅳ 研究仮説 

１ 基本仮説 

ICT の活用を通して，学習の展開を工夫するこ

とで，主体的に学ぶ生徒が育つであろう。 

 

２ 作業仮説 

(1) 学習課題や場面に応じた ICT活用を行うこ

とで，生徒の関心が高まり，主体的に学ぶこ

とができるであろう。 

 

(2) 計画的に ICTを活用することにより，生徒

が学習課題を把握し，基礎・基本の定着が図

れるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪目指す生徒像≫ 

理科に関心を持ち，自ら課題に取り組む生徒 

≪研究テーマ≫ 

ICTを効果的に活用した学習指導の工夫 

―「物質どうしの化学変化」の学習を通して― 

≪研究の目標≫ 

ICT を効果的に活用し，主体的に課題に取り組む態度を育てるための支援を図る。 

≪研究仮説≫ 

 

 

 

≪基本仮説≫ 

ICT を活用し学習の展開を工夫することで，主体的に学ぶ生徒が育つであろう。 

≪作業仮説１≫ 

学習課題や場面に応じた ICT活用を

行うことで，生徒の関心が高まり，主体

的に学ぶことができるであろう。 

≪研究内容≫ 

１ ICT活用の現状と課題 

２ ICT活用の方法と効果 

３ 教科における ICT活用 

授業実践・評価 

研究のまとめ・成果と今後の課題 

≪作業仮説２≫ 

計画的に ICT を活用することにより，

生徒が学習課題を把握し，基礎・基本の

定着が図れるであろう。 



  

 

Ⅵ 研究内容 

１ ICT活用の現状と課題 

校内LANの整備・大型デジタルテレビ等のICT

機器の導入が昨年度に完了し，すべての教科に

おいて ICTを活用した授業実践が可能となった。

しかし，本校において ICT を活用した授業への

取り組みはなかなか進んでいないのが現状で

ある。そこで，教員の ICT 活用指導力チェック

リストを基に，「ICT 活用に関する調査」を行

い，結果は以下のようになった。 

(1) 教材研究・指導の準備・評価等における ICT

活用 

教材研究・指導の準備・評価等において，

ICTを活用している教師が 91.7％で，活用し

ていない教師が 8.3％となり，授業の準備や

教材作成ではICT活用の頻度が高いことがわ

かる。活用していない（8.3％）理由として

は，「機器の操作ができない」「デジタルコ

ンテンツ等の活用の仕方がわからない（探せ

ない，使い方が分らない）」「時間がない」

等であった。 

 

 (2) 授業中に ICTを活用して指導する 

「活用している」が 76.2％，「活用してい

ない」が 23.8％であった。活用の目的は，「わ

かりやすく説明したり，生徒の思考や理解を

深めたりするため」「学習に対する生徒の興

味・関心を高めるため」が多く活用した教師

の 84.8％であった。他にも，「知識の定着を

図る」「課題意識を持たせるため」等がみら

れた。 

授業で活用していない（約 23.8％）の理由

としては，「準備に時間がかかる」「教材の

選択に時間がかかる」「授業の流れが固定さ

れやすい」「活用している場面を見たことが

ないので自分でやるのは不安」等であった。 

 

 (3) 生徒に ICT活用を指導する 

「指導できる」が 93.8％，「指導できない」

が 6.3％で，指導した内容は， 

・コンピュータやインターネット等を活用し，

情報の収集や選択をする（52.4％） 

・学習用ソフトなどを利用して学習し，知識

の定着や技能の習熟を図る(14.3％) 

・調べた結果をまとめる(9.5％) 

・わかりやくす説明する，発表する(9.5％) 

と続いていた。 

 

(4) 情報モラル等を指導する 

本年度，情報モラルに関する指導を行った

教師が 47.6％，行っていない教師が 52.4％

であった。指導した内容は，著作権，個人情

報，掲示板等の書き込み，インターネットの

使い方，メール，ＨＰ・ブログについて，ダ

イレクトメール・架空請求等であった。 

 

 (5) 校務に ICTを活用する 

・校務分掌や学級経営のために活用（100％） 

・教員間の連携，必要な情報のやり取り等で

活用（93.3％） 

・保護者，地域との連携で活用（60.0％） 

であった。 

 

図 1 ICT活用に関する調査結果 

 

以上のことから，教材作成や評価，校務に

おいて，9 割以上の教師が ICT を活用し，授

業でも約 76％の教師が活用しており，ICT活

用に対する意識が高く，教師の ICT活用指導 

100.0%

47.6%

93.8%

76.2%

91.7%

0.0%

52.4%

6.3%

23.8%

8.3%

(5)校務にICTを活用する

(4)情報モラル等を指導

(3)生徒のICT活用を指導

(2)授業中にICT活用し指導

(1)教材研究等にICTを活用

教職員ICT活用に関する調査

はい いいえ



  

 

力も身についていることが伺える。 

しかし，平成 22 年度の各教科の年間指導計

画やコンピュータ利用状況調査の結果を併せ

て判断すると，授業の中で活用したことがある

教師の割合は高くなってきているが，事前に計

画し，継続的な活用に向けての取り組みがなさ

れている教科は尐ない。同様に，生徒の ICT活

用を指導する場面においても，総合学習等のイ

ンターネットを活用した調べ学習がほとんど

であり（本校 ICT活用の約 52％），その他の場

面においては，あまり活用が見られないことが

わかってきた。このことから，本校の課題を， 

○各教科で計画的・継続的な ICT活用 

○ICT活用力の向上 

とし，課題解決に向けた取り組みを進めていき

たい。 

２ ICT活用の方法と効果 

確かな学力の定着を図るには，「基礎的な知識・技能」「自ら学び考える力」を育てることが重要で

ある。そのために，「教師が ICT を活用する場面」と「生徒が ICT を活用する場面」を明確にし，バ

ランス良く学習活動に取り入れていくことが重要である。そこで，教育の情報化に関する手引き（平

成 21年 3月 文部科学省）を基に，ICT活用の方法と効果についてまとめた。 

(1) ICT活用の効果 

授業において，ICT を活用した場合に予想される効果を，「教師の活用」と「生徒の活用」に区

分し整理した。 

表 1 ICT活用において予想される効果 

ICT活用 予想される効果 

主に教師の活用 

 

 

「基礎的な知識・技能」の育成 

(ｱ)関心を高める。 

(ｲ)課題をつかませる。 

(ｳ)内容を分かりやすく提示する。 

(ｴ)学習内容の定着を図る。 

主に生徒の活用 

 

 

「自ら学び考える力」の育成 

(ｶ)必要な情報を自ら集め，整理する。 

(ｷ)集めた情報を活用する。 

(ｸ)わかりやすくまとめ発表する。 

(ｹ)学習内容の理解を深める。 

 

(2) ICT活用の場面と効果 

ア 教師の活用 

教師による ICT活用において予想される効果を，授業の場面や活動内容ごとにまとめた。 

 

表 2 ICT活用において予想される効果（教師の活用） 

 活動内容 ICT活用の効果 

導 

入 

① 前時・学習内容の確認をする 

・拡大提示 

・動画，デジタル教材の提示 

(ｱ) 関心を高める。 

・生徒の意識が集中する。 

・これから学習することへのイメージが膨らむ。 

(ｴ) 学習内容の理解を深める。 

・前時内容を確認する。既習事項の確認 



  

 

 活動内容 ICT活用の効果 

展 
 

開 

② 課題を与える 

・拡大提示 

・実物投影での提示 

 

 

③ 説明する 

・拡大掲示 

・動画，デジタル教材の提示 

(ｱ) 関心を高める。 

・学習課題に注目する。 

(ｲ) 課題をつかませる。 

・学習内容を明確につかむ。 

・学習内容の見通しを立てる。 

(ｳ) 内容を分かりやすく提示する。 

・細かいところや，見えにくいところが見える。 

・直接見ることができないものを間接的に見る。 

ま 

と 

め 

④ 本時のまとめをする 

・デジタル教材， 

教育ソフトウェアの活用 

(ｴ) 学習内容の理解をさらに深める。 

・他の資料を見ることで，理解が深まる。 

・多くの資料を見ることで，理解が深まる。 

(ｱ) 関心を高める。 

・次の課題への意欲が膨らむ。 

使用するもの 

PC，大型デジタルテレビ，スクリーン，プロジェクタ，インターネット，教育用ソフト，デジタル教

材，プレゼンテーションソフト 

※ICT活用の効果(ｱ)～(ｴ)は，表１の ICT活用において予想される効果参照 

 

イ 生徒の活用 

生徒による ICT活用において予想される効果を授業の場面や活動内容ごとにまとめた。 

表 3 ICT活用において予想される効果（生徒の活用） 

 活動内容 ICT活用の効果 

導
入 

  

展 

開 
① 課題に取り組む 

・調べ学習 

・実験や観察 

② 課題をまとめる 

・作品作成 

・レポート作成 

(ｶ) 必要な情報を自ら集めて整理する。 

・必要な情報を探す。 

・結果を導き出す。 

(ｷ) 集めた情報を活用する。 

・調べたことを表やグラフなどにまとめる。 

・自分の伝えたいことをまとめる。 

(ｸ) わかりやすくまとめ発表する。 

・自分の考えを分かりやすく説明する。 

ま
と
め 

④ 本時のまとめをする 

・学習内容の確認，復習 

・PCによる自学，自習 

(ｹ) 学習内容の理解を深める。（定着を図る。） 

・多くの資料を見ることで，理解が深まる。 

・繰り返し学習し，定着を図る。 

使用するもの 

PC，大型デジタルテレビ，スクリーン，プロジェクタ，インターネット，教育用ソフト，デジタル

教材，ワープロソフト，プレゼンテーションソフト 

    ※ICT活用の効果(ｶ)～(ｹ)は表１ICT活用において予想される効果参照 



  

 

(3) ICT活用の具体例 

授業における ICT活用を，毎時間行うものと教材ごとに行うものに分け，学習内容と使用する機

器についてまとめた。 

 

表 4 ICT活用の具体例 

 
毎時間活用 教材ごとに活用 

学習内容 活用する ICT 学習内容 活用する ICT 

導 

入 

Ａ①前時確認 

Ａ①本時の確認 

（学習のねらい） 

 

PC 

大型デジタルテレビ 

（ｽｸﾘｰﾝ,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ） 

 

Ａ①学習内容の確認 

 

 

 

PC，動画 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材 

大型デジタルテレビ 

（ｽｸﾘｰﾝ,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ） 

展 

開 

Ａ②実験の確認 

（操作の説明） 

※実験のみ 

 

PC 

大型デジタルテレビ 

（ｽｸﾘｰﾝ,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ） 

Ａ③資料等の説明 

Ｂ①調べ学習・実験 

Ｂ②まとめ 

Ｂ③発表 

PC 

各種ｿﾌﾄ 

大型デジタルテレビ 

（ｽｸﾘｰﾝ,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ） 

ま
と
め 

Ａ④本時のまとめ 

Ａ④次時の確認 

 

 

PC 

大型デジタルテレビ 

（ｽｸﾘｰﾝ,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ） 

 

Ｂ④学習内容の確認 

Ｂ④自習（復習） 

 

 

PC 

各種ｿﾌﾄ 

大型デジタルテレビ 

（ｽｸﾘｰﾝ,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ） 

※学習内容：Ａ①～④，Ｂ①～④は，表 2･3の ICT 活用の場面と効果（教師・生徒の活用）参照 

 

３ 教科における ICT活用 

(1) 教科における年間指導計画 

教科指導において，ICT の効果的な活用（題材，場面，効果）を組み込んだ年間計画を作成した。

① 単元における指導計画の作成 

 

表 5 単元の指導計画（教材ごとに活用） 

NO 指導内容 ICT活用 場面 指導項目 

プロローグ① ○Ａ①③ 導入展開  

第 1章 物質の変化(10) 11  

第 1節 カルメ焼きはなぜふくらむか ⑤  

1 身近な物質の変化・カルメ焼き ○Ａ② 展開 実験の説明 

2 実験１ 炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑの加熱 ○Ａ② 展開 実験の説明 

3 分解と化学変化(状態変化とのちがい）    

4 実験２ 水の電気分解 ○Ａ② 展開 実験の説明 

5 分解についてのまとめ    

第 2節 物質は何からできているのか ⑤ 

6 原子の大きさと質量・種類について ○Ａ① まとめ 元素記号 

7 分子のモデル ○Ａ④ 導入 元素記号 



  

 

NO 指導内容 ICT活用 場面 指導項目 

8 単体と化合物・化学式について ○Ａ① まとめ 化学式 

9 物質を化学式・モデルで表す    

10 章のまとめ・小テスト ① ○Ｂ④  学習内容の確認 

第 2章 化学変化と原子・分子(19) 21 

第 1節 物質が結びつく変化を調べよう ③ 

1 水の合成 ○Ａ③   

2 実験３ 鉄と硫黄の化合 ○Ａ② 展開 実験の説明 

3 化合について ○Ａ③ 展開  

第 2節 燃えるのはどのようなこと ② 

4 実験４ ｽﾁｰﾙｳｰﾙの燃焼 ○Ａ② 展開 実験の説明 

5 燃焼と酸素と結びつく変化 ○Ａ③ 展開  

第 3節 化学変化の前後で物質の質量は変わるか ③ 

6 実験５ 化学変化前後の質量の変化を調べる ○Ａ② 展開 実験の説明 

7 質量保存の法則    

8 章のまとめ・小テスト ○Ｂ④  学習内容の確認 

第 4節 化学変化を記号で表すにはどうすればよいか ② 

9 実習１ 化学変化を原子・分子のモデルで表そう ○Ａ② 展開 実習の説明 

10 実習２ 化学変化を原子・分子のモデルで表そう ○Ｂ② 展開 物質の反応 

第 5節 化学変化が起こるときの質量の割合 ③ 

11 実験６ 金属を熱したときの質量の変化を調べよう ○Ａ② 展開 実験の説明 

12 実験のまとめ ○Ｂ②   

13 化学変化が起こるときの質量の割合 ○Ｂ③   

付加 酸化と還元 ← 第３学年から移行（第２章 酸化と還元の利用） ③ 

14 実験 酸化銅と炭素の反応 ○Ａ② 展開 実験の説明 

15 還元について    

16 金属利用の歴史，金属の還元    

付加 化学変化と熱 ← 第３学年から移行（第１章 化学エネルギーの利用） ③ 

17 化学変化と発熱について考える       

18 実験 いろいろな化学変化による温度変化を調べよう ○Ａ② 展開 実験の説明 

19 化学変化と熱，燃料，化学エネルギー ○Ｂ③   

20 学習内容の整理・確かめと応用 ①   学習内容の確認 

21 章のまとめ ① ○Ｂ④  学習内容の確認 

 ※ICT活用：Ａ①～Ｂ④は，表 4 ICT活用の具体例参照



  

 

② 年間指導計画 

表 6 平成 23年度 年間指導計画 中学校理科第 2学年 

月 週 単元 
第 2学年 年間時数(140時間） 

 
ICT活用 

時 指導内容 
 

活用 内容 効果 

四 

 

月 

1 

前 1 1 オリエンテーション（授業開き） ① 

<

観
点
別
評
価
等
省
略>

 
 

      

第
２
分
野(

３)
 

動
物
の
世
界 

3
1
 
(
3
5
) 

第
１
章 

動
物
の
行
動
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

1
1
 

(
1
3
) 

 
動物たちの世界へようこそ ②       

2 動物の生活や環境とからだのつくり・観察の視点 P教材 中学理科 動物の生活の様子 関心を高める 

3 身のまわりの動物の観察 
 

 
    

 
第 1節 ミクロの世界へ探検に行こう ③       

4 単細胞生物・多細胞生物       

2 

5 観察１ 植物・動物細胞のつくり       

6 植物・動物細胞の共通点，相違点       

 
第 1節 動物はまわりのようすをどこで感じとるのか ③       

7 動物の受け取る刺激       

8 実験１ 魚の刺激による反応を調べる P教材 中学理科 ヒトと鳥の視界 わかりやすく提示 

3 

9 感覚器官と神経 理科ﾈｯﾄﾜｰｸ 視覚・聴覚のしくみ わかりやすく提示 

 
第 2節 刺激はどこを伝わっていくのか ②       

10 刺激を受けとって反応が起こるまでの経路       

11 実験１ ヒトの刺激に対する反応を調べよう，行動・反射       

 
第 3節 動くためのしくみはどのようになっているか ①       

12 ヒトの骨格や筋肉のつくりとはたらき 理科ﾈｯﾄﾜｰｸ 骨と関節 わかりやすく提示 

4 
13 動くためのしくみ（トライ） ①       

14 章のまとめ ①       

                                     ※ P教材 中学理科は，プロジェクタ教材 中学校理科（EduMall）  

 導 入：前時の確認・本時学習内容の確認，まとめ：学習内容の確認は， 

自作教材等を用いて毎時間 ICTを活用する。 

 



  

 

月 週 単元 
第 2学年 年間時数(140時間） 

 
ICT活用 

時 指導内容 
 

活用 内容 効果 

 

五 

月 

4 

第
２
野
（
３
） 

動
物
の
世
界 

3
1
 
(
3
5
) 

第
２
章 

動
物
の
か
ら
だ
の
は
た
ら
き 

9
 
(
1
0
)
 

 
第 1節 食物はどのようにして体内に取り入れられるか ④ 

<

観
点
別
評
価
等
省
略>

 

      

15 ヒトの消化系のつくりと消化のしくみ P教材 中学理科 消化器 わかりやすく提示 

16 実験３ 消化酵素のはたらきを調べよう 
 

    

5 

17 食物の消化       

18 養分の吸収（小腸のつくり）       

 
第 2節 エネルギーをどのようにして得るか ④       

19 小腸で吸収された養分のゆくえ       

20 心臓・肺のつくりと血液の循環 P教材 中学理科 肺のつくりとはたらき わかりやすく提示 

6 

21 毛細血管やその中を流れる血球の様子（血流の観察） P教材 中学理科 血液の循環 わかりやすく提示 

22 血液の成分と役割について       

 
第 3節 不要な物質はどのようにしてとり除かれるのか ①       

23 体内の不要物のゆくえ       

24 章のまとめ ①       

第
３
章 

動
物
の
な
か
ま 

1
1
 

 
第 1節-1 セキツイ動物にはどんななかまがいるか ③       

六 

 

月 

7 

25 動物の分類 P教材 中学理科 動物の分類 わかりやすく提示 

26 胎生と卵生，セキツイ動物の特徴       

27 動物の体のつくりと恒温動物と変温動物 理科ﾈｯﾄﾜｰｸ 動物のくらしと体つき わかりやすく提示 

 
第 1節-2 無セキツイ動物にはどんななかまがいるか ④       

28 無セキツイ動物の特徴       

29 無セキツイ動物の観察 
   

                     ＜以下省略＞         ※ P教材 中学理科は，プロジェクタ教材 中学校理科（EduMall）

導 入：前時の確認，本時学習内容の確認，まとめ：学習内容の確認は， 

自作教材等を用いて毎時間 ICTを活用する。 

 



  

 

(2) 授業で活用できる教育用ソフトウェア及びデジタルコンテンツ 

教科においてで活用する教育用ソフトウェア及びデジタルコンテンツを収集・整理し，表 6（平

成 23年度 年間指導計画 中学校理科第 2学年）にも，ICT活用の部分に組み込んだ。 

 

表 7 教科で活用できる教育用ソフトウェア・デジタルコンテンツ 

NO 名 称 URL 著作者 単 元 備 考 

① 理科ﾈｯﾄﾜｰｸ http://rikanet2.jst.go.jp/ 
独立法人 科学

技術振興機構 
全単元 

画像・動画 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 

② 
ＮＨＫ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材 

http://www.nhk.or.jp/10min/ri

ka1/ja/frame.html 

ＮＨＫ  

日本放送協会 
全単元 動画 

③ 
EduMall 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ教材 

http://10.122.192.120/content

s/edu1/2684/9289/AA000135/boo

k_1b/index.html 

株式会社 

内田洋行 
全単元 

画像・動画 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 

④ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材 
http://www.kumamoto-kmm.ed.jp

/kyouzai/jh/rika.htm 

熊本市 

教育センター 

化学変化 

大地の変化 
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 

⑤ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材 
http://www.edu-ctr.pref.kanag

awa.jp/ICT/ 

神奈川県立総合

教育センター 

動物の世界 

植物の世界 

化学変化 

画像 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 

⑥ Ｍｉｔａｋａ 
http://4d2u.nao.ac.jp/html/pr

ogram/mitaka/ 

ＮＡＯＪ  

国立天文台 
地球と宇宙 画像 

⑦ 
理科ソフト 

開発委員会 

http://hp.vector.co.jp/author

s/VA007873/ 
奥田 昌夫 

天気の変化 

大地の変化 

ソフト，画像 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 

⑧ 
植物の観察   

すみれ 

http://ten.tokyo-shoseki.co.j

p/kyozai_ICT/products_22.php?

scl=j&sbj=d 

東京書籍 植物の世界 
ソフト 

（植物検索） 

⑨ 
ｲｰﾃｨｰﾁｬｰｽﾞ  

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｻｲﾄ 
https://eteachers.jp/ 

チエル 

株式会社 

植物の世界 

化学変化 
ﾌﾗｯｼｭ型教材 

⑩ 
Polka  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

http://www.eng.kagawa-u.ac.jp

/~hayashi/polka/polkaHP.html 

中山迅   

林敏浩 
全単元 

ﾌﾘｰｿﾌﾄ 

発表用資料作成 

⑪ 
Galop  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

http://www.eng.kagawa-u.ac.jp

/~hayashi/galop/galopHP.html 

中山迅   

林敏浩 
全単元 

ﾌﾘｰｿﾌﾄ 

発表用資料作成 

⑫ ｽﾀﾃﾞｨｰﾉｰﾄ http://www.study.gr.jp/ 
SHARPS 

YSTEM PRODUCTS 
全単元 

ソフト 

発表用資料作成 

※ URLは H23.2現在 



  

 

Ⅶ 授業実践 

第 2学年 理科学習指導案 
平成 23年１月 24日５校時 

2年 6組（39名） 

指導者 小脇 幸人  

１ 単元名 

化学変化と原子・分子 

 

２ 単元の目標 

化学変化についての観察，実験を通して，化合，分解などにおける物質の変化やその量的な関係に

ついて理解させるとともに，これらの事物・現象を原子や分子のモデルと関連付ける見方や考え方を

養い，物質の成り立ちや化学変化に対する興味関心を高める。 

 

３ 単元について 

(1) 教材観 

物質の変化については，中学校第 1学年で「状態変化」について，中学校第 2学年で「化学変化」

について学習することになる。状態変化では，物質そのものが変化するのではなくその温度での状

態（固体・液体・気体）の変化であり，化学変化は，反応前と反応後では，全く違う物質ができる

変化であることから，その違いを理解していくことになる。 

化学変化における物質の変化については，小学校第 6学年「物の燃え方と空気」において，物が

燃えるためには酸素が必要であることや燃えた後に二酸化炭素ができることについて学習してい

る。また，中学校第 1学年「身の回りの物質」では，水素・酸素・二酸化炭素・アンモニア等の気

体の発生実験を行い，その変化の様子や気体の性質について学習した。また，有機物と無機物，金

属と非金属の特徴や見分け方についても学習している。 

ここでは，このような化学変化を化合・分解のように，物質どうしが結びつく反応，物質が２つ

以上の物質に分かれる反応に分けて学習していく。また，これらの化学変化における物質はすべて

原子からできており，原子を表す記号（元素記号）やすべての物質が記号を用いて表すことができ

ることを学習していく。さらに，このような化学変化の中で，物質の量的な関係について学習し，

これらの現象をモデルと関連付けた見方や考え方を身につけ，物質やその変化を化学式や化学反応

式を用いて表せるようにし，中学校第 3学年から移行した「化学変化とエネルギー」の学習へと進

んでいく。また，本単元で学習した原子・分子概念が，中学校第 3学年「水溶液とイオン」「酸・

アルカリとイオン」の学習につながるよう指導していきたい。 

  

(2) 生徒観 

本年度 11月に理科の学習についてのアンケートを実施し，「理科の学習は好き」と答えた生徒が

64,2％，「実験は好き」は，83.6％という結果になった。理科の学習はさほど好きではないが，実

験に関する興味は高いことがうかがえる。また，「見通しを持って課題に取り組む」と答えた生徒

は 78.3％，「予想を立てて実験する」は 75.2％，「授業の内容が分かる」は 72.1％という結果とな

り，実験や学習課題に対し，予想を立て，見通しを持って取り組むことができない生徒もいるため，     

学習内容の理解につながっていないようである。 



  

 

また，第 1 分野と第 2 分野の比較では，「第 2 分野のほうが好き」と答えた生徒が 54.0％，「理

解しやすい」は 54.8％という結果になり，その理由の中に，「計算が苦手」「図・記号を使ってあ

らわすことが苦手」等があった。さらに，本年度 9月（電流の単元実施時）のアンケートでは，「理

科は好き」と答えた生徒が 47.4％，「実験は好き」は 63.2％で，11 月（動物の単元実施時）の結

果よりも低い値を示しており，第 1分野よりも第 2分野を理解しやすい傾向にあると思われる。 

次に，レディネステストの結果から，「物質の燃焼」に関しては，95.1％の生徒が正しく理解し

ているが，物質の状態変化や性質・分類に関しては，50.0％と低い結果となった。「物質の燃焼」

のように小学校，中学校の両方で学習しているものや身近な現象に関しては正答率が高く，「窒素・

アンモニアの性質・集め方」や「融点・蒸留」のように，その単元の中だけで学習したことや日常

生活で見る機会が尐ないものに関しては正答率が低い。しかし，蒸留の問題では，誤答の中にも「加

熱」「蒸発」などの語句が見られた生徒が 43.8％いたことから，以前に学習したことや実験の内容

を覚えているが，十分に理解していないため正しい答えを導き出すことができないと思われる。 

そこで，本単元の学習を進めるにあたり，既習事項の確認や教材に身近なものを取り入れること，

また，それを提示する等，導入時に学習課題に対し関心を向けさせる工夫が必要である。また，実

験・実習等の活動を取り入れ，生徒が主体的に学習し，学習内容の定着を図る支援の工夫が重要で

あると思われる。 

  

(3) 指導観 

本単元の学習を展開するにあたっては, 「苦手である」「理解しにくい」と考えている生徒が多

いため，身近なもの，今までの学習の中で使ったことがある材料を用いたりすることで，無理なく

学習に入れるようにしたい。最初に扱う化学変化（分解）では，ベーキングパウダー(炭酸水素ナ

トリウム)の実験を行うので，お菓子やパンが膨らむことや，生成物の特徴を調べその物質がなん

であるかを判断する際にも，既習事項（気体の性質）の振り返りを適宜行うことを意識し進めてい

きたい。また，その後の化合では，迫力のある水の合成（水素と酸素の反応）を演示実験等で取り

入れることで興味・関心を高め，鉄と硫黄の反応，鉄と酸素の反応と進んでいく。このときに，小

学校第 6学年「スチールウールの燃焼」で学習した「二酸化炭素が発生しない燃焼」「燃焼後は性

質が変わる」ことを確認し，学習課題をしっかり把握させたうえで課題に取り組ませるよう配慮し

ていきたい。また，物質の量的な考え方を学ぶ際には，できるだけ正確に実験が行えるよう心掛け，

自分たちで求めた実験結果からその規則性を導き出していけるよう支援していきたい。さらに，物

質やその変化について,原子・分子のモデルや化学反応式を使って表す際には，自作の教材を活用

し，結びつく原子の種類と数を「原子どうしが手をつなぐ」という考え方から，その物質を構成す

る原子の種類と数についてイメージすることができるようにしていきたい。 

1 時間ごとの授業においては，学習の場面，学習課題を意識し，ICT を効果的に活用していきた

い。導入の場面では，生徒の関心を高めることや問題を把握させることを意識し，学習のまとめの

場面では，拡大提示や多くの資料を見せることで生徒の理解を深めていきたい。また，実験・実習

においても，実験の流れや細かい部分の説明等で，ICT を活用し生徒一人一人内容をしっかりと把

握し見通しを立てて取り組めるよう支援していきたい。 

 

 

 



  

 

４ 単元の系統性 

領
域 

内
容 

小学校 中学校 

6年 1年 2年 3年 

物
質
（
化
学
領
域
） 

物
質
の
構
成 

    

物
質
の
変
化 

    

 

５ 指導計画 

ICT 活用：活用（Ａ：教師の活用，Ｂ：生徒の活用） 

時 学習内容 
観点別評価基準 ICT活用 

関心・意欲 思考・表現 技能 知識・理解 活用・場面 指導項目 

4 化学変化を記号で表すにはどうすればよいか（2時間） 

1 

1/17 

(月) 

実習１ 化学

変化を原子・分

子のモデルで

表そう 

学習課題に積

極的に取り組

むことができ

る。 

モデルから原子ど

うしが結びつく割

合（数）を説明でき

る。 

モデルを使

って，物質を

表現できる。 

物質が何の原子

からできている

か言える。 

Ａ・導入 

Ａ・展開 

本時の確認 

実習の説明 

2 

1/18 

(火) 

実習１ 化学

変化を原子・分

子のモデルで

表そう 

学習課題に積

極的に取り組

むことができ

る。 

モデルから，化学反

応式を書くことが

できる。 

 原子記号を使っ

て学反応式を書

くことができる。 

Ａ・導入 

Ａ・展開 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

実習の説明 

本時のまとめ 

5 化学変化が起こるときの質量の割合（3時間） 

3 

1/20 

(木) 

実験６ 金属

を熱したとき

の質量の変化 

銅の加熱の実

験を積極的に

行うことがで

きる。 

実験結果から，質量

増加が，酸素との反

応によることを推

論し，表現できる。 

実験を安全

に正しく行

うことがで

きる。 

銅の加熱の実験

から生成物の名

前を言える。 

Ａ・導入 

Ａ・展開 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

実験方法の確認 

本時のまとめ 

水溶液とイオン 

•水溶液の電気伝導性 

•原子の成り立ちとイ

オン 

•化学変化と電池 

化学変化と原子・分子 

•物質の分解 

•原子・分子 

身の回りの物質とその性質 

・身の回りの物質とその性質 

・気体の発生と性質 ものの燃え方と空気 

・燃焼のしくみ 

・ｽﾁｰﾙｳｰﾙの燃焼 

 
水溶液の性質と 

はたらき 

・酸性，ｱﾙｶﾘ性，中性 

・気体が溶ける水溶液 

・金属を変化させる水

溶 

 

水溶液 

・物質の溶解 

・溶解度と再結晶 
状態変化 

・状態変化と熱 

・物質の融点と沸点 

化学変化 

•化合  

•酸化と還元 

•化学変化と熱 

化学変化と物質の質量 

•化学変化と質量の保存 

•質量変化の規則性 

酸・ｱﾙｶﾘとイオン 

•酸・アルカリ 

•中和と塩 



  

 

時 学習内容 
観点別評価基準 ICT活用 

関心・意欲 思考・表現 技能 知識・理解 活用・場面 指導項目 

４ 化学変化を記号で表すにはどうすればよいか（2時間） 

4 

1/21 

(金) 

酸化について 酸化について

積極的に確認

を行うことが

できる。 

 結果から金

属と酸素の

質量の関係

をグラフに

表せる。 

酸化の定義や実

験での変化を説

明できる。 
Ａ・導入 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

本時のまとめ 

5 

1/24 

(月) 

本時 

実習 

金属の酸化に

おける質量の

割合 

学習課題に積

極的に取り組

むことができ

る。 

金属と化合する酸

素の質量の関係か

ら規則性を見いだ

し，それを表現する

ことができる。 

 銅，ﾏｸﾞﾈｼｳﾑと酸

素が，一定の質量

の割合で化合す

ることを言える。 

Ａ・導入 

Ｂ・展開 

Ａ・まとめ 

前時の確認 

課題をまとめる 

本時のまとめ 

付加 酸化と還元 ← 第３学年から移行（第２章 酸化と還元の利用）（2時間） 

6 

1/25 

(火) 

実験 

酸化銅と炭素

の反応 

酸化銅の還元

の実験や考察

を積極的に行

うことができ

る。 

結果から，銅に結び

ついていた酸素が

炭素と結び付いた

ことを推論し，表現

できる。 

実験を安全

に正しく行

うことがで

きる。 

実験での生成物

の名前や特徴を

言える。 

Ａ・導入 

Ａ・展開 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

実験方法の確認 

本時のまとめ 

7 

1/27 

(木) 

還元について 酸化と還元に

ついて積極的

に確認を行う

ことができる。 

実験の考察を発表

できる。酸化とは逆

の反応が起きてい

ることを説明でき

る。 

 還元の定義や実

験での変化を説

明できる。 
Ａ・導入 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

本時のまとめ 

付加 化学変化と熱 ← 第３学年から移行（第１章 化学エネルギーの利用）（3時間） 

8 

1/28 

(金) 

実験 

化学変化によ

る温度変化を

調べよう 

化学変化と温

度の変化の実

験や考察を積

極的に行うこ

とができる。 

実験結果から，化学

変化によって熱が

発生することを，他

の化学変化の様子

から推測すること

ができる。 

実験を安全

に正しく行

い，温度を測

定し，変化を

求めること

ができる。 

化学変化には，温

度が上がる・下が

る反応があるこ

とを説明できる。 

Ａ・導入 

Ａ・展開 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

実験方法の確認 

本時のまとめ 

9 

1/31 

(月) 

化学変化と熱 

（燃料，化学エ

ネルギー） 

温度変化を伴

う化学変化に

ついて積極的

に確認できる。 

化学変化で発生す

る熱を利用したも

のがあることに結

びつける。 

  

Ａ・導入 

Ａ・まとめ 

本時の確認 

本時のまとめ 

10 

2/1 

(火) 

確かめと応用 

章のまとめ 

単元テスト 

学習課題に積

極的に取り組

む。 

   

Ｂ 学習内容の確認 

 



  

 

６ 本時の学習 

(1) 主題 化学変化が起こるとき，質量の割合はどうなっているか 

 

(2) 目標 

金属と酸素の化合にともなう質量増加に興味をもち,金属を熱したときの質量の変化から，金属の

質量と化合する酸素の質量の割合が一定であることを検証できる。また, この反応に関係する２つの

物質をつくる原子どうしは決まった割合で結びつくことを理解する。 

 

(3) 本時の評価規準 

観点 評価規準 
十分満足でき

る(A) 

概ね満足でき

る(B) 

努力を要する

(C) 

（C）への 

手立て 
評価方法 

関心 

・ 

意欲 

学習課題に積

極的に取り組

むことができ

る。 

グラフを作成

し，その規則性

を見出すこと

ができる。 

グラフを作成

し，考察を書こ

うとしている。 

グラフを作成

できず，考察を

書くことがで

きない。 

グラフ作成の方

法を指示し，質

量増加を確認さ

せる。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

自己評価 

思考 

・ 

表現 

実験結果をグ

ラフに表し,

規則性を見い

だし，表現で

きる。 

実験の結果よ

り，金属と化合

する酸素の質

量の関係とそ

の割合を見い

だすことがで

きる。 

金属の質量が

増えると，化合

する酸素の質

量も増えるこ

とに気づく。 

比例の関係を

導き出すこと

ができない。 

割合や比の考え

方を示し，モデ

ルと関係付けな

がら説明する。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

発表 

観察 

知識 

・ 

理解 

化合物は一定

の質量の割合

で化合するこ

とを説明でき

る。 

物質が常に一

定の質量の割

合で結び付く

ことを理解し

説明できる。 

銅と酸素・ﾏｸﾞ

ﾈｼｳﾑと酸素が

結びつく質量

の割合を説明

できる。 

物質をつくる

原子の数が一

定の割合であ

ることを説明

できない。 

化合する物質の

質量を具体的に

示しながら，割

合について考え

させる。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

 

(4) 本時の授業の工夫 

前時・本時の確認の場面 
ICTを活用することにより，生徒の興味・関心を高め，学習のねらいを確

認し，課題をしっかりと把握させる。 

展開の場面 
グラフ作成にコンピュータを活用させることにより，生徒が主体的に取り

組めるようにする。 

学習のまとめの場面 
ICTを活用し，多くの資料を提示することにより，本時の学習内容の理解

を深める。 

 

 



  

 

 (5) 展開 

 学習の流れ 生徒の活動 支援・留意点 備 考 

 

 

導

入 

 

 

10

分 

１ 実験 6 の結果を

もとに作成したグ

ラフの確認（前時

確認） 

 

２ 学習課題の設定 

 

 

 

 

 

 

３ 既習事項の確認 

・各自で作成したグラフ

と，教科書（P36）の結

果をもとに作成したグ

ラフの確認を行う。 

・本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・課題解決のための既習 

事項確認をする。 

 

・2 つのグラフを比較でき

るよう提示する。 

 

 

 

 

 

 

・金属と化合した酸素の質

量の間の「関係」「決ま

り」について考えさせ

る。 

・比例や割合を表やグラフ

から読み取るために必

要な事項の確認をさせ

る。 

ICT活用 

違いを確認 

「大まかな形は

似ている。」 

「点のばらつき

がある。」等 

 

 

「比例」 

「質量比」 

 

 

ICT活用 

ﾌﾗｯｼｭ型教材 

 

 

 

展

開 

 

30 

分 

 

 

 

４ 実習 

・実験結果の整理 

 （入力）  

 

 

・グラフ作成 

 

 

・考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 発表 

 

 

・実習の説明を聞く。 

 

・ノートの実験結果を表に

入力する。 

・グラフを作成しプリント

アウトする。 

 

・グラフから金属と酸素の

質量の関係について考

える。 

 

・自分の考えを発表する。 

・実習の流れ，操作の確認

をさせる。 

・実験結果を正確に入力さ

せる。 

・プリントアウトしたワー

クシートを取り，考察を

書くように指示する。 

・金属の質量が増えると，

できる物質，結びつく酸

素の質量はどうなって

いるか確認させる。 

・金属と結びつく酸素の質

量に決まりがないか確

認させる。（個別の説明

やヒントカードを与え

自力解決を促す。） 

 

・発表者の意見と自分の考

えを比較させる。 

・数名発表させる。 

 

ICT活用 

エクセルファイ

ルによるグラフ

作成の方法 

 

 

 

「比例」 

 

 

 

「割合」 

Cu:O=4:1  

Mg:O=3:2 

 

 

 

 

 

 

学習課題 ： 金属と化合する酸素の質量の関係はどうなっているか考えよう！ 



  

 

 

 

ま

と

め 

 

10 

分 

６ まとめ 

・学習のまとめ 1 

 

 

 

・学習のまとめ 2 

 

 

 

 

・ノート整理 

自己評価 

 

・発表者の意見を聞いて，

もう一度自分の意見を

振り返る。 

 

・原子の数と質量の関係に

ついての説明を聞く。 

 

 

 

・ノート整理，自己評価を

行う。 

 

・ワークシートに記入させ

る。 

・数名発表させる。 

 

・原子にはそれぞれ決まっ

た重さがあることを確

認する。（原子量） 

・結びつく原子の数をモデ

ルで考えさせる。 

・本時の学習のねらいを再

確認し，自己評価させ

る。 

 

 

 

 

 

ICT活用 

周期表参照，実

験時の薬品を量

り取る理由の説

明 

 

(6) 評価 

【関心・意欲】学習課題に主体的に取り組むことができた。 

【思考・表現】他の人の意見を聞いて，自分の考えを整理することができた。

Ⅷ 研究の考察 

１ 作業仮説(1)の検証 

 

(1)  教材・資料の提示 

① 手立て 

生徒の学習に対する意欲を高めるために，

これから取り組む課題に関する画像，動画

等の教材を提示し説明した。 

   

図 2 検証授業（第１時） 

「化学変化を原子の記号で表そうⅠ」 

 

② 結果 

理科の学習に関するアンケート結果（図 3）か

ら，「理科の勉強は好きですか」「理科の勉強

で，実験や観察をすることが好きですか」の問

いに対して，理科が好きと答えた生徒にほとん

ど変化はなく，実験が好きと答えた生徒は 8.3％

増えていた。 

 

図 3 理科の学習に関するアンケート結果① 

 

生徒の感想①（表 8）からは，「絵や文字が入

っている」「色分けされている（見やすい）」           

57.1%

75.9%

56.0%

84.2%

理科は好き 実験は好き

11月 1月

作業仮説(1) 

学習課題や場面に応じた ICT 活用を行うこと

で，生徒の学習意欲が高まり，主体的に学ぶこ

とができるであろう。 



  

 

「興味を持てる」等の意見がみられ，自己評価

カードの集計結果①（図 4）では，ICTを活用し

た授業のほうが生徒の興味・関心を高める結果

となった。  

 

表 8 生徒の感想① 

 

 

図 4 自己評価カード集計結果① 

 

③ 考察 

生徒の感想①（表 8）や自己評価カードの集

計結果①（図 4）から，ICTを活用した資料の

提示は，生徒の興味・関心を高めるために有

効な手段であると考える。これから学習する

内容に関する説明を，言葉だけでなく映像と

一緒に受け取ることにより，課題に対するイ

メージが膨らみ，生徒の学習意欲が高まった

と考える。教師の説明において，実際に使用

する教材や教科書の内容を各自で見ながら進

めるより，大型デジタルテレビ等に提示し，

生徒の表情を確認しながら行うほうが，その

内容が伝わりやすいといえる。 

しかし，反対の意見として，「テレビの画

面が小さく感じた」「反射して見えにくい」（見

えにくい席がある）があげられたことから，

状況によっては，ICTを活用した授業を実践し

ても，これらの利点を生かすことができない

場合がある。内容によってはプロジェクタ・

大型スクリーンを使用することや，テレビの

位置を変えたり，提示する画像をできるだけ

大きくする等の工夫が必要である。また，理

科の学習に関するアンケート結果①（図 3）の

「理科が好き」「実験が好き」と答えた生徒の

数に変化見られなかったことから，本単元の

一部（ICT活用）での効果は高まったが，理科

の学習全体において大きな変化はなかったと

判断できる。理科の学習全般に対する生徒の

「興味・関心」を高めていくためには，継続

的な ICT活用等の手立てが必要だと考える。 

 

(2) 課題解決の方法を提示 

  ① 手立て 

主体的に課題に取り組むために，課題解

決の方法や実験の操作方法を提示した。 

   

図 5 検証授業（第 3時） 

実験６ 金属を熱したときの質量の変化 

 

② 結果 

生徒の感想②（表 9）から，「速く（テン

ポよく）進む」「言葉より映像で見たほう

がわかりやすい」等の声が多く，自己評価

カード集計結果②（図 6）でも，ICTを活用

した授業のほうが，生徒の学習に対する積

極性において高い結果を示していた。 

 

表 9 生徒の感想② 

 

51.9% 20.7% 17.8% 6.7% 3.0%

63.3%

20.0% 15.0%
1.7% 0.0%

興味・関心
ICT活用なし ICT活用あり

・速い（テンポが良い） ・まとめられている 

・言葉よりも映像で見たほうがわかりやすい 

・絵や文字が入っている ・動く ・楽しい 

・色分けされている（見やすい） 

・興味を持てる 

・テレビの画面が小さく感じた 

・反射して見えにくい・あまり変わらない 



  

 

 

図 6 自己評価カード集計結果② 

③ 考察 

  結果から，ICTを活用し学習課題や実験の説明

を行うことで，生徒が学習課題の内容を理解し

積極的に取り組んだと考えられる。また，生徒

の感想にも，「学習の進め方や実験の進め方は，

ICT を活用したほうがわかりやすい」という声が

あり，ICTを活用し，課題解決の方法や実験の操

作方法を提示することは，主体的に学習課題に

取り組ませるための有効な手段であるといえる。 

ここで，課題解決や実験の方法を理解させる

ためには，「全員を注目させる」「全員で確認

する」ことが重要となってくる。これらの点を

意識し実践することで，その効果が更に高めら

れると考えられる。 

 

２ 作業仮説(2)の検証 

 

 (1) 手立て 

① ICTを活用した授業の実施計画及び実践 

  単元を前半（ICT 活用なし）と後半（ICT

活用あり）の 2 つに分け以下の計画で授業

を実践した。 

≪毎時間活用≫ 

導 入：前時，本時の確認 

まとめ：学習内容の確認 

   

 ≪教材ごとに活用≫ 

展 開：実験・実習の説明 

グラフ作成 

単元のまとめ 

※ 詳しくは，Ⅵ 研究内容（表 4 ICT活用

の具体例）参照 

 

② ICT活用効果の調査 

ICT 活用の効果を，「生徒の課題の把握」

と「基礎・基本の定着」をもとに確認する。

確認する方法は，アンケート，自己評価，

自己評価カード，単元テストの 4 つとする。 

 

(2) 結果 

  ① 学習課題の把握 

今回の検証授業後に，「ICT を活用したほ

うがわかりやすかった学習はどれですか」

の質問に対し，結果は以下のようになった。 

 

表 10 ICTを活用したほうがわかりやすかった学習 

 

※（ ）は人数 

 

また，理科の学習に関するアンケート結

果②（図 7）において，課題の把握に関する

質問を行い結果は以下のように「見通しを

持って課題に取り組む」と「予想を立てて

実験を行う」の双方の生徒の割合が，検証

前（ICT 活用なし）より高くなった。また，

検証後に実施した自己評価①②（図 8.9）で

は，「見通しを持って課題に取り組む」が

81.2％，「予想を立てて実験を行う」が

85.8％と生徒の評価も高い値となっていた。 

48.9%
25.9% 15.6% 5.9% 3.7%

59.2%

25.0%
15.0%

0.8% 0.0%

積極性
ICT活用なし ICT活用あり

１ 実験の進め方の説明(47) 

２ 学習の進め方の説明(46) 

３ グラフ・発表用資料の作成(46) 

４ 今日のめあての確認(33) 

５ 学習の確認・まとめ(29)  

＜以下省略＞ 

作業仮説(2) 

計画的に ICTを活用することにより，生徒が

学習課題を把握し，基礎・基本の定着が図れる

であろう。 



  

 

 

図 7 理科の学習に関するアンケート結果② 

 

図 8 自己評価①（H23.1実施） 

 

図 9 自己評価②（H23.1実施） 

  

② 学習内容の定着 

自己評価カード集計結果③（図 10）から，検

証前（ICT活用なし）より検証後（ICT活用あり）

のほうが，生徒の理解度に関する評価が高くな

った。自己評価③（図 11）では，学習のまとめ

（内容）が理解しやすいと答えた生徒が 78.3％

となり，理科に関するアンケート結果③（図 12）

からは，学習内容の理解において大きな変化は

見られなかった。 

 

図 10 自己評価カード集計結果③ 

 

図 11 自己評価③（H23.1実施） 

 

図 12 理科の学習に関するアンケート結果③ 

 

また，第 1回単元テスト（検証前：ICT活用な

し）と第 2回単元テスト（検証後：ICT活用あり）

の結果をまとめ（表 11･12），以下のようになっ

た。 

62.5%
61.1%

68.7%
66.4%

11月

1月

27%

54%

15%
4%

見通しを立てて学習に取り組む

そう思う

どちらかというと

そう思う

どちらかというと

そう思わない

そう思わない

36%

50%

10%
4%

予想を立てて実験を行う

そう思う

どちらかというと

そう思う

どちらかというと

そう思わない

そう思わない

49.3%

23.9%
17.2% 7.5% 2.2%

55.0%

25.8%

15.0%

4.2%
0.0%

理解度

ICT活用なし ICT活用あり

34%

44%

13%

9%

学習のまとめ（内容）が理解しやすかった

そう思う

どちらかというと

そう思う

どちらかというと

そう思わない

そう思わない

12.5%

52.1%

27.1%

8.3%7.5%

54.5%

30.6%

7.5%

11月 1月



  

 

表 11 単元テストの結果 （30点満点） 

組 
第１回 第２回 

得点差 平均 
ICT活用なし ICT活用あり 

４組 16.8 18.4 1.6 

3.2 
５組 13.7 18.2 4.5 

６組 14.2 18.3 4.1 

７組 13.5 16.2 2.7 

組 ICT活用なし 得点差 平均 

１組 14.5  16.6  2.1  

2.3 ２組 15.2  18.1  2.9  

３組 13.9  15.8  2.0  

※１～３組は，単元全体で ICT活用なし 

 

(3) 考察 

理科の学習に関するアンケートの結果②

（図 11）では，「見通しを持って課題に取り

組む」「予想を立てて実験を行なう」生徒の

割合が増え，自己評価①②（図 12,13）でも，

見通しを持って課題や実験に取り組んでいる

と答えた生徒の割合が高い値（80％以上）を

示した。これは、ICT活用により生徒が学習課

題を把握し，見通しを持って取り組むことが

できたからだと考える。このことから，学習

課題や実験方法の確認において ICT を活用す

ることは，生徒の課題意識を高める上で有効

あると判断できる。 

また，自己評価カード集計結果③（図 10）

では，ICTを活用した授業のほうが生徒の理解

度に関する評価が高くなり，自己評価③（図

11）においても，ICTを活用したほうが学習の

内容を理解しやすい（約 78％）ことがわかる。

特に，ICTを活用した授業の実施前と実施後の

単元テストの結果（表 11）の比較では，すべ

ての学級において実施後の得点が高くなり

（平均で＋3.2点），ICTを活用しなかった学

級の得点差平均と比較しても，その伸びが大

きくなっている。このことから，計画的に ICT

を活用することは，学習内容を理解する上で

有効であると考えられる。 

しかし，学習内容の定着においては，理科の

学習に関するアンケート結果③（図 12）からわ

かるように，大きな変化は見られない。ICTを活

用し，そのときの学習に関する理解度は高くな

るが，これまでの学習全体から考えると，ほぼ

同じような状況である。 

確かな学力を身につけるためには，その時間

の学習内容を理解させ，定着させるための工夫

が必要になってくる。その手立てとして，継続

的な ICT 活用及び更なる学習指導の工夫，学習

課題の与え方の工夫等が考えられる。 

 

３ 本研究を通して 

今回の検証授業（10 時間）を通して，ICT の

活用は，生徒の「興味・関心」「知識・理解」を

高める効果が高いことが分かった。しかし，そ

れらは ICTが持つ効果ではなく，ICTが引き出す

効果であることが確認できた。すべてを ICT に

頼るのではなく，ICT の特性を理解し，どのよう

に活用すればより高い効果が得られるのかを探

っていく必要がある。そのためには，日々の教

材研究が重要であり，それを更に高めていくに

は，授業実施後の反省と次への工夫・改善が不

可欠である。それらを踏まえ，検証授業を振り

返り，ICT活用の効果についてまとめた。 

 

授業の導入とまとめにおいては，ICT活用の効

果が高い。授業の導入（前時の確認）は，学習

意欲を高める等 ICTを活用しやすい場面であり，

フラッシュ型教材等を用いることにより，その

効果をさらに広げることができる。 

まとめの場面も同様に，学習した内容の確認

を短時間で行える。また，同じ内容を次時の導

入（前時の確認）でも活用できるため，生徒に

とってもわかりやすい内容となり，既習事項の

定着につなげることもできる。 

＜毎時間活用＞ 

・導入（前時・本時の確認，学習内容めあての確認） 

・まとめ（学習内容の確認） 



  

 

 

実験の説明においては，ICT活用の効果が高い。

教科書の図を取り込み，操作方法や注意などの

説明を，色分けしたり，図を動かしたり，注意

等を挿入することにより，教師の指示が伝わり，

内容を把握し実験を進めることができることが

今回の検証で確認できた。 

しかし，上記のグラフ作成・単元のまとめ等

の生徒の活用においては，その内容や活動時間

等を十分に検討する必要がある。今回の検証授

業（第 5 時「金属の酸化における質量の割合」）

では，ICT活用により，生徒の興味・関心は高ま

ったが，その後の考察や発表等に十分な時間を

とれず，本来の目標を達成できないまま授業を

終える結果となった。学習課題の作成や設定，

生徒の ICT 活用技術への配慮，活動に確保でき

る時間や内容をよく検討し，その活動が学習目

標を達成するために必要な手段であるのかをし

っかりと判断し，実践しなければならないこと

を確認できた。 

 

Ⅸ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

(1) ICT を活用した授業を実践することにより，

生徒の学習に対する興味・関心，課題の把握，

学習内容の理解を高めることができた。 

 

(2) 授業のさまざまな場面で ICT を活用するこ

とで，その効果を確認することができた。 

 

(3) ICT を効果的に活用するために，教材選出，

教材作成，指導計画の作成等を行うことがで

きた。 

 

２ 今後の課題 

(1) 基礎・基本の定着を図る ICT活用の工夫 

 

(2) 生徒による ICT 活用のための，課題の選出

及び課題作成 

 

(3) 第 1・3学年における ICT活用を組み込んだ

年間指導計画の作成 

 

おわりに 

今回の研修を通して，ICT 活用の効果を「興味・

関心」「主体性」「学習内容の理解」等で確認する

ことがでましたが，その効果は１時間の授業の中

のことであり，これらを定着させることがより重

要であることを見直す機会となりました。ICT活用

に限らず，どのような手段であっても，それを計

画的・継続的に実践することの大切さを再確認で

きたことが自分にとって大きな成果でした。 

研修期間中ご指導いただきました宮城むつみ所

長，比嘉清喜研究係長，島袋優指導主事をはじめ

研究所の職員の皆様に深く感謝申し上げます。ま

た，テーマ検討会等でご指導やご助言をいただき

ました浦添市教育委員会の諸先生方や，浦添中学

校知名道博校長をはじめ，職員の皆様に深く感謝

申し上げます。 
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